
宮 城 県 道 路 公 社

平成28年度受(Ⅲ)橋第1-1-2号

みやぎ県北高速幹線道路(Ⅲ)　橋梁下部工（１号橋）その２工事

数 量 計 算 書

実　施

( 参 考 資 料 )



1 計上数量総括表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2 P3橋脚　数量計算書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

3 P4橋脚　数量計算書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

4 P5橋脚　数量計算書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

5 P6橋脚　数量計算書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

6 P7橋脚　数量計算書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

7 P8橋脚　数量計算書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

8 排水構造物　単位数量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

73

10

42

目        次

頁

3

105

136

167

95



1 計 上 数 量 総 括 表

-　3　-



1/6
　

橋梁下部工

　RC橋脚工（P3橋脚）

　　作業土工 床堀

土質：土砂 m
3 772.7 770

床堀

土質：土砂 施工区分:A領域 m
3 286.4

施工区分:B領域 m
3 486.3

施工区分:C領域 m
3

埋戻し 流用土

Ｗ≦4.0 m
3 514.6 510

土砂運搬 残土運搬

運搬距離:L=0.3km m
3 200.9 200

　　既製杭工 鋼管杭

鋼管長さ：13.5m 杭頭処理含む 本 12 12

土砂運搬 積込み

m
3 97.2 100

残土運搬

運搬距離:L=0.3km m
3 97.2 100

　　橋脚躯体工 ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ規格:24-8-25(20)-55% (躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ)

区分:橋脚工(1) m
3 187.37 187

ｺﾝｸﾘｰﾄ規格:30-8-25(20)-55% (躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ)

区分:橋脚工(1) m
3 219.06 219

鉄筋 規格:SD345

径:D51 (機械継手含む) ｔ 29.692 29.69

鉄筋量 ｔ 29.692

機械継手:D51+D51 箇所 132

規格:SD345

径:D41 ｔ 5.969 5.97

規格:SD345

径:D38 ｔ 3.524 3.52

規格:SD345

径:D35 (ｶﾞｽ圧接含む) ｔ 11.352 11.35

鉄筋量 ｔ 11.352

圧接:D35+D35 箇所 46

規格:SD345

径:D29～32 ｔ 1.401 1.40

規格:SD345

径:D16～25 ｔ 21.522 21.52

規格:SD345　ｴﾎﾟｷｼ鉄筋

径:D16　 ｔ 0.342 0.34

円形型枠 型枠種類:支承箱抜き

型枠径:φ250㎜ m 23.9 24

　RC橋脚工（P4橋脚）

　　作業土工 床堀

土質：土砂 m
3 768.4 770

床堀

土質：土砂 施工区分:A領域 m
3 344.7

施工区分:B領域 m
3 423.7

施工区分:C領域 m
3

規　格 数　　量　　区　　分

設　計　計　上　数　量　表

単位 数　量

杭径(鋼管杭径):φ1200㎜(1000㎜)

工事区分 備　　　　　考計上数量工　種
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規　格 数　　量　　区　　分

設　計　計　上　数　量　表

単位 数　量工事区分 備　　　　　考計上数量工　種

埋戻し 流用土

Ｗ≦4.0 m
3 525.1 530

土砂運搬 残土運搬

運搬距離:L=0.3km m
3 185.0 190

　　既製杭工 鋼管杭

鋼管長さ：19.5m 杭頭処理含む 本 9 9

土砂運搬 積込み

m
3 99.0 100

残土運搬

運搬距離:L=0.3km m
3 99.0 100

　　橋脚躯体工 ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ規格:24-8-25(20)-55% (躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ)

区分:橋脚工(1) m
3 218.68 219

ｺﾝｸﾘｰﾄ規格:30-8-25(20)-55% (躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ)

区分:橋脚工(1) m
3 189.29 189

鉄筋 規格:SD345

径:D38 (機械継手含む) ｔ 32.608 32.61

鉄筋量 ｔ 32.608

機械継手:D38+D38 箇所 252

規格:SD345

径:D35 ｔ 2.745 2.75

規格:SD345

径:D29～32 ｔ 4.839 4.84

規格:SD345

径:D16～25 ｔ 20.516 20.52

規格:SD345　ｴﾎﾟｷｼ鉄筋

径:D16　 ｔ

円形型枠 型枠種類:支承箱抜き

型枠径:φ250㎜ m 23.4 23

　RC橋脚工（P5橋脚）

　　作業土工 床堀

土質：土砂 m
3 695.7 700

床堀

土質：土砂 施工区分:A領域 m
3 327.5

施工区分:B領域 m
3 368.2

施工区分:C領域 m
3

埋戻し 流用土

Ｗ≦4.0 m
3 447.4 450

土砂運搬 残土運搬

運搬距離:L=0.3km m3 198.6 200

　　既製杭工 鋼管杭

鋼管長さ：21.0m 杭頭処理含む 本 9 9

土砂運搬 積込み

m
3 102.6 100

残土運搬

運搬距離:L=0.3km m
3 102.6 100

　　橋脚躯体工 ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ規格:24-8-25(20)-55% (躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ)

区分:橋脚工(1) m
3 354.06 354

ｺﾝｸﾘｰﾄ規格:30-8-25(20)-55% (躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ)

区分:橋脚工(1) m
3 189.29 189

鉄筋 規格:SD345

径:D29～32 (ｶﾞｽ圧接含む) ｔ 10.467 10.47

鉄筋量 ｔ 10.467

圧接:D32+D32 箇所 127

杭径(鋼管杭径):φ1200㎜(1000㎜)

杭径(鋼管杭径):φ1200㎜(1000㎜)
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規　格 数　　量　　区　　分

設　計　計　上　数　量　表

単位 数　量工事区分 備　　　　　考計上数量工　種

規格:SD345

径:D16～25 ｔ 22.448 22.45

規格:SD345　ｴﾎﾟｷｼ鉄筋

径:D16　 ｔ 0.349 0.35

円形型枠 型枠種類:支承箱抜き

型枠径:φ200㎜ m 20.7 21

塗装工 塗装種類:CC-B塗装

m
2 50.19 50

　RC橋脚工（P6橋脚）

　　作業土工 床堀

土質：土砂 m
3 748.8 750

床堀

土質：土砂 施工区分:A領域 m
3 286.4

施工区分:B領域 m
3 462.4

施工区分:C領域 m3

埋戻し 流用土

Ｗ≦4.0 m
3 483.8 480

土砂運搬 残土運搬

運搬距離:L=0.3km m
3 211.2 210

　　既製杭工 鋼管杭

鋼管長さ：25.0m 杭頭処理含む 本 12 12

土砂運搬 積込み

m
3 158.4 160

残土運搬

運搬距離:L=0.3km m
3 158.4 160

　　橋脚躯体工 ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ規格:24-8-25(20)-55% (躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ)

区分:橋脚工(1) m
3 189.61 190

ｺﾝｸﾘｰﾄ規格:30-8-25(20)-55% (躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ)

区分:橋脚工(1) m
3 219.06 219

鉄筋 規格:SD345

径:D51 ｔ 34.144 34.14

規格:SD345

径:D38 (機械継手含む) ｔ 8.237 8.24

鉄筋量 ｔ 8.237

機械継手:D38+D38 箇所 42

規格:SD345

径:D35 ｔ 4.516 4.52

規格:SD345

径:D29～32 (ｶﾞｽ圧接含む) ｔ 47.608 47.61

鉄筋量 ｔ 47.608

圧接:D29+D29 箇所 30

規格:SD345

径:D16～25 ｔ 2.735 2.74

規格:SD345　ｴﾎﾟｷｼ鉄筋

径:D16　 ｔ

円形型枠 型枠種類:支承箱抜き

型枠径:φ200㎜ m 17.4 17

杭径(鋼管杭径):φ1200㎜(1000㎜)
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規　格 数　　量　　区　　分

設　計　計　上　数　量　表

単位 数　量工事区分 備　　　　　考計上数量工　種

　RC橋脚工（P7橋脚）

　　作業土工 床堀

土質：土砂 m
3 815.7 820

床堀

土質：土砂 施工区分:A領域 m
3 381.9

施工区分:B領域 m
3 433.8

施工区分:C領域 m
3

埋戻し 流用土

Ｗ≦4.0 m
3 543.6 540

土砂運搬 残土運搬

運搬距離:L=0.3km m
3 211.7 210

　　既製杭工 鋼管杭

鋼管長さ：26.0m 杭頭処理含む 本 12 12

土砂運搬 積込み

m3 165.6 170

残土運搬

運搬距離:L=0.3km m
3 165.6 170

　　橋脚躯体工 ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ規格:24-8-25(20)-55% (躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ)

区分:橋脚工(1) m
3 189.61 190

ｺﾝｸﾘｰﾄ規格:30-8-25(20)-55% (躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ)

区分:橋脚工(1) m
3 219.06 219

鉄筋 規格:SD345

径:D51 ｔ 22.763 22.76

規格:SD345

径:D29～32 (ｶﾞｽ圧接含む) ｔ 25.794 25.79

鉄筋量 ｔ 25.794

圧接:D32+D32 箇所 50

規格:SD345

径:D16～25 ｔ 10.973 10.97

規格:SD345　ｴﾎﾟｷｼ鉄筋

径:D16　 ｔ

円形型枠 型枠種類:支承箱抜き

型枠径:φ200㎜ m 17.4 17

　RC橋脚工（P8橋脚）

　　作業土工 床堀

土質：土砂 m
3 739.3 740

床堀

土質：土砂 施工区分:A領域 m
3 286.4

施工区分:B領域 m
3 452.9

施工区分:C領域 m
3

埋戻し 流用土

Ｗ≦4.0 m3 475.2 480

土砂運搬 残土運搬

運搬距離:L=0.3km m
3 211.3 210

　　既製杭工 鋼管杭

鋼管長さ：27.5m 杭頭処理含む 本 12 12

土砂運搬 積込み

m
3 171.6 170

残土運搬

運搬距離:L=0.3km m
3 171.6 170

杭径(鋼管杭径):φ1200㎜(1000㎜)

杭径(鋼管杭径):φ1200㎜(1000㎜)
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規　格 数　　量　　区　　分

設　計　計　上　数　量　表

単位 数　量工事区分 備　　　　　考計上数量工　種

　　橋脚躯体工 ｺﾝｸﾘｰﾄ ｺﾝｸﾘｰﾄ規格:24-8-25(20)-55% (躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ)

区分:橋脚工(1) m
3 179.66 180

ｺﾝｸﾘｰﾄ規格:30-8-25(20)-55% (躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ)

区分:橋脚工(1) m
3 219.06 219

鉄筋 規格:SD345

径:D51 ｔ 22.000 22.00

規格:SD345

径:D29～32 (ｶﾞｽ圧接含む) ｔ 25.232 25.23

鉄筋量 ｔ 25.232

圧接:D32+D32 箇所 50

規格:SD345

径:D16～25 ｔ 10.072 10.07

規格:SD345　ｴﾎﾟｷｼ鉄筋

径:D16　 ｔ

円形型枠 型枠種類:支承箱抜き

型枠径:φ200㎜ m 17.4 17

　仮設工

　土留・仮締切工 鋼矢板 鋼矢板形式:Ⅳ型,矢板長:10.5m

(P3橋脚部) 矢板打込･引抜長：10.5m 枚 139 139

切梁・腹起し 区分:設置・撤去

t 25.719 25.7

主部材 t 20.412

副部材A t 4.491

副部材B t 0.816

　土留・仮締切工 鋼矢板 鋼矢板形式:Ⅲ型,矢板長:9.5m

(P4橋脚部) 矢板打込･引抜長：9.5m 枚 132 132

切梁・腹起し 区分:設置・撤去

t 18.573 18.6

主部材 t 14.740

副部材A t 3.243

副部材B t 0.590

　土留・仮締切工 鋼矢板 鋼矢板形式:Ⅲ型,矢板長:9.0m

(P5橋脚部) 矢板打込･引抜長：9.0m 枚 132 132

切梁・腹起し 区分:設置・撤去

t 18.573 18.6

主部材 t 14.740

副部材A t 3.243

副部材B t 0.590

　土留・仮締切工 鋼矢板 鋼矢板形式:Ⅲ型,矢板長:9.5m

(P6橋脚部) 矢板打込･引抜長：9.5m 枚 139 139

切梁・腹起し 区分:設置・撤去

t 25.855 25.9

主部材 t 20.520

副部材A t 4.514

副部材B t 0.821
-　8　-
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規　格 数　　量　　区　　分

設　計　計　上　数　量　表

単位 数　量工事区分 備　　　　　考計上数量工　種

　土留・仮締切工 鋼矢板 鋼矢板形式:Ⅲ型,矢板長:10.0m

(P7橋脚部) 矢板打込･引抜長：10.0m 枚 139 139

切梁・腹起し 区分:設置・撤去

t 25.855 25.9

主部材 t 20.520

副部材A t 4.514

副部材B t 0.821

　土留・仮締切工 鋼矢板 鋼矢板形式:Ⅲ型,矢板長:9.5m

(P8橋脚部) 矢板打込･引抜長：9.5m 枚 139 139

切梁・腹起し 区分:設置・撤去

t 25.855 25.9

主部材 t 20.520

副部材A t 4.514

副部材B t 0.821

　　水替工 水替工

式 1

共通仮設費

　運搬費 重建設機械分解組立輸送 重建設機械

式 1

杭打機

杭打・仮締切 ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ

　50～55t

重建設機械分解組立 重建設機械

(移設) 式 1

杭打機

杭打・仮締切 ｸﾛｰﾗｸﾚｰﾝ

　50～55t

建設機械運搬費 重建設機械

(移設輸送) 式 1

仮設材運搬費 鋼矢板・切梁腹起し

往路・復路 式 1
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Ｐ３橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

コンクリート 躯　　体 梁　部 σck=24N/mm
2

m
3

72.96

柱　部 σck=24N/mm
2

m
3

113.10

底 版 部 σck=30N/mm
2

m
3

219.06

台　座 σck=24N/mm
2

m
3

1.31

小　計 σck=24N/mm
2

m
3

187.37

σck=30N/mm
2

m
3

219.06

合　計 m
3

406.43

型　　　枠 一般型枠 梁・台座部 m2 72.17

底 版 部 m
2

95.00

一般型枠計 m
2

167.17

円形型枠 柱　部 R=2.00m m
2

113.10

合　計 m
2

280.27

鉄　筋　工 鉄筋質量 D51 SD490 kg

D41 SD490 kg

D38 SD490 kg

D35 SD490 kg

合　計 SD490 kg

機械継手 D51＋D51 SD490 個

D41＋D41 SD490 個

D38＋D38 SD490 個

D35＋D35 SD490 個

D32＋D32 SD490 個

D29＋D29 SD490 個

合　計 SD490 個

鉄筋質量 D51 SD345 kg 29692

D41 SD345 kg 5969

D38 SD345 kg 3524

D35 SD345 kg 11352

D29～D32 SD345 kg 1401

D16～D25 SD345 kg 21522

合　計 SD345 kg 73460

機械継手 D51＋D51 SD345 個 132

D41＋D41 SD345 個

D38＋D38 SD345 個

合　計 SD345 個 132

ガス圧接 D35＋D35 SD345 個 46

D32＋D32 SD345 個

D29＋D29 SD345 個

合　計 SD345 個 46

エポキシ鉄筋 D16 SD345 kg 342
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Ｐ３橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

均しコンクリート コンクリート 施工面積 σck=18N/mm
2

m
2

78.27

施工体積 t=10cm m
3

7.83

型　  枠 m
2

3.88

基　礎　材 再生砕石 RC-40 t=20cm m
2

78.27

足　場　工 枠組足場工 掛m
2

494.2

支　保　工 くさび結合支保工 支保耐力 40～80kN/m
2
以下 空m

3
152.0

支承箱抜き型枠 φ250 m 23.9

無収縮モルタル 上部工施工 m3 1.334 全　体

基　礎　杭 （鋼管ソイルセメント杭）

本　　数 本 12

杭　　径 mm φ1200

杭　　長 m 13.5

鋼管杭径 外面突起付 mm φ1000

鋼管杭長 m 13.5

掘 進 長 空 掘 部 長 m 44.16 全　体

固化体一般部長 m 144.00 〃

固化体先端部長 m 25.20 〃

合　　計 m 213.36 〃

ｾﾒﾝﾄ使用量 t 114.00 〃

添加剤使用量 硬貨遅延剤 kg 972.0 〃

継手箇所 箇所 〃

土　　工 残　土 m
3

97.2 〃

中詰めｺﾝｸﾘｰﾄ σck=30N/mm2 m
3

15.24 〃

杭頭処理 D32 SD490 kg 6084 〃

D13 SD345 kg 756 〃

合　　計 kg 6840 〃

鋼管杭質量 本　　体 SKK490 kg 51192 〃
(外面突起付き) SKK400 kg 〃

附 属 物 SS400 kg 348 〃

合　　計 kg 51540 〃

ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ撤去 ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し 空堀・中詰部 m
3

66.0 〃
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Ｐ３橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

土　　　工

床　　掘 Ａ領域 土　砂 m
3

286.4

Ｂ領域 〃 m
3

486.3

合　計 m
3

772.7

埋　　戻 最大埋戻幅4m以上 m
3

514.6

残土処理 m
3

200.9

基面整正 m
2

78.3

仮締切工

鋼 矢 板 Ⅳ型 SY295 kg 111,075

Ⅲ型 SY295 kg

鋼 矢 板 打込･引抜 L=10.5m 枚 139

支 保 工 主部材 リース材 kg 20,412

副部材(A) kg 4,491

副部材(B) kg 816

合　計 kg 25,719
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2000 4000 2000
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

3000 3000
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

3
00
0

3
0
00
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

支点上構造高さ

モ ル タ ル 厚

構　造　高　計

下部工橋座高

下フランジ厚

道　路　面　高

主　　桁　　高

G1

EL1

h5

h8

Zh

EL2

舗    装    厚 h1

支　　承　　高

h6

ハ　ン　チ　高

h9

h7

ソールプレート厚

20.167

0.080

0.038

0.030

4.067

0.443

2.900

0.064

16.100

0.132

h2

h4

0.120h3

床　　版　　厚 0.260

台座コンクリート

G2

20.257

0.080

0.040

0.030

4.067

0.443

2.900

0.064

16.190

0.130

0.120

0.260

(m)

平 面 図橋軸方向(A-A)

支承箱抜き詳細図

台座寸法表

台座中心高(h9)

G1

132

155

139

109

184

G2

tL1

tL2

tR1

tR2

130

153

137

107

182

EL1
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§２．ｺﾝｸﾘｰﾄ体積

　1) 梁 （σck=24 N/mm
2
）

1/2 × ( 1.500 ＋ 2.500 ) × 2.000 × 4.000 ＝ 16.00 m
3

2.500 × 4.000 × 4.000 ＝ 40.00 m3

1/2 × ( 1.500 ＋ 2.500 ) × 2.000 × 4.000 ＝ 16.00 m
3

1/2 × 4.000 × 0.060 × 8.000 ＝ 0.96 m
3

Ｖ１ ＝ 72.96 m
3

　2) 柱 （σck=24 N/mm
2
）

1/4 × π × 4.000 × 9.000 ＝ 113.10 m
3

Ｖ２ ＝ 113.10 m
3

　3) 底版 （σck=30 N/mm
2
）

11.000 × 8.000 × 2.500 ＝ 220.00 m
3

杭控除 -π/4 × 1.000 × 0.100 × 12 本 ＝ -0.94 m
3

Ｖ３ ＝ 219.06 m
3

　4) 台座ｺﾝｸﾘｰﾄ （σck=24 N/mm
2
）

G1 2.290 × 1.960 × 0.147 ＝ 0.66 m
3

G2 2.290 × 1.960 × 0.145 ＝ 0.65 m
3

Ｖ４ ＝ 1.31 m
3

　5) ｺﾝｸﾘｰﾄ体積
合計

梁・柱・台座 （σck=24 N/mm
2
） 72.96 ＋ 113.10 ＋ 1.31 ＝ 187.37 m

3

　底　版　 （σck=30 N/mm
2
） ＝ 219.06 m

3

＝ 406.43 m
3

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

コンクリート体積合計　ΣＶ

2

2
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2000 2000

4000 4000

8000
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§３．型枠面積

　1) 梁 一般型枠

1/2 × ( 1.500 ＋ 2.500 ) × 2.000 × 2 ＝ 8.00 m
2

2.500 × 4.000 × 2 ＝ 20.00 m
2

1.500 × 4.000 ＋ 1.500 × 4.000 ＝ 12.00 m
2

1/2 × ( 1.500 ＋ 2.500 ) × 2.000 × 2 ＝ 8.00 m
2

4.000 × ( 2.000 ＋ 0.960 ) ＝ 8.87 m
2

4.000 × ( 2.000 ＋ 1.040 ) ＝ 9.02 m
2

4.000 × 4.000 － 1/4 × π × 4.000 ＝ 3.43 m
2

1/2 × 4.000 × 0.060 × 2 ＝ 0.24 m
2

Ａ１ ＝ 69.56 m
2

　2) 柱
円形型枠 (R=2.00 m)

π × 4.000 × 9.000 ＝ 113.10 m
2

Ａ２ ＝ 113.10 m
2

　3) 底版
一般型枠

( 11.000 ＋ 8.000 ) × 2 × 2.500 ＝ 95.00 m
2

Ａ３ ＝ 95.00 m
2

　4) 台座ｺﾝｸﾘｰﾄ
一般型枠

G1 1/2 × ( 0.184 ＋ 0.139 ) × 2.290 × 2 ＝ 0.74 m
2

1/2 × ( 0.155 ＋ 0.184 ) × 1.960 ＝ 0.33 m2

1/2 × ( 0.109 ＋ 0.139 ) × 1.960 ＝ 0.24 m
2

G2 1/2 × ( 0.182 ＋ 0.137 ) × 2.290 × 2 ＝ 0.73 m
2

1/2 × ( 0.153 ＋ 0.182 ) × 1.960 ＝ 0.33 m
2

1/2 × ( 0.107 ＋ 0.137 ) × 1.960 ＝ 0.24 m
2

Ａ４ ＝ 2.61 m
2

　5) 型枠面積合計
一般型枠

ΣＡ ＝ 69.56 ＋ 95.00 ＋ 2.61 ＝ 167.17 m
2

円形型枠 (R=2.00 m)

Ａ ＝ ＝ 113.10 m
2

＝ 280.27 m
2型枠面積合計　ΣＡ

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2 2

2 2

2
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2000 2000

4000 4000

8000

-　21　-



§４．均しｺﾝｸﾘｰﾄ σck＝18 N/mm
2
　t=10cm

　1) 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

( 11.000 ＋ 2 × 0.100 ) × ( 8.000 ＋ 2 × 0.100 ) ＝ 91.84 m
2

-π/4 × 1.200 × 12 本 ＝ -13.57 m
2

Ａ ＝ 78.27 m
2

　2) 均し型枠
{( 11.000 ＋ 2 × 0.100 )

＋ ( 8.000 ＋ 2 × 0.100 )} × 2 × 0.100 ＝ 3.88 m
2

Ａ ＝ 3.88 m
2

§５．基礎材 再生砕石　t=20cm

Ａ ＝ 均しｺﾝｸﾘｰﾄ面積より ＝ 78.27 m
2

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式

2
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1) SD490

2) SD345

・エポキシ鉄筋 D16 － 342 kg

D22 1035

D25 16077

46 132

D19 4010

D16 400

D16～D25 21522

合計 73460

D13

D29

D29～D32 1401

D32 1401

D35 11352 46

D38 3524

D41 5969

D51 29692 132

重　量 (kg) ガス圧接 (個) 機械継手

合計

D32

D29

D29～D32

種　　別 略 図 及 び 算 式

重　量 (kg) ガス圧接 (個)

§６．鉄筋工

D41

D51

D38

D35

数　量

機械継手
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§７．基礎杭

P
3
橋
脚
地
層
想
定
図
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1) 鋼管杭ソイルセメント杭（ φ1200/φ1000）

種　　別 単位 一本当り 全　体 摘　　要

本　　数 本 － 12

杭　　長 m 13.5 162.0

鋼
管
杭
長

上　杭 t=13mm m 13.5 162.0   SKK490 外面突起

－ － － － －

－ － － － －

計 m 13.5 162.0

掘
進
長

空 堀 部 長 m 3.68 44.16

固化体一般部長 m 12.00 144.00

固化体先端部長 m 2.10 25.20

計 m 17.78 213.36

加重平均Ｎ値

空堀部 － 2

一般部 － 30

先端部 － 64

セメント使用量

空堀部 t 0.72 8.64

一般部 t 4.68 56.16

先端部 t 4.10 49.20

添加剤使用量 kg 81.0 972.0 硬化遅延剤

継手箇所 箇所

σck=30N/mm
2

残　土 m
3 8.1 97.2 掘削土の40%

63 756

中詰めコンクリート m
3 1.27 15.24

6840

杭
頭
鉄
筋
工

D32 kg 507 6084 SD490

D13 kg

土
工

ソイルセメント撤去
(ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し) m3 5.5 66.0 空堀・中詰部

SD345

合　計 kg 570
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杭径 ： Ds 1.200 m
鋼管径 ： Dp 1.000 m
鋼管長 ： Lp 13.500 m

掘進長 ： Le=L1+L2+L3 17.780 m
固化体先端部長 ： L3=1.5Dp+0.5Ds 2.100 m

余裕長 ： L0=0.5Ds 0.600 m
固化体一般部 ： L2=Lp+L0-L3 12.000 m

空掘長 ： L1 3.680 m

3) ｾﾒﾝﾄ使用量 杭１本当りセメント使用量　K=0.15

空掘部（L1）

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 3.680 × 0.15

× ( 1 ＋ K ) ＝ 0.72 t

固化体一般部（L2）
(t/ｍ3)

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 12.000 × 0.30

× ( 1 ＋ K ) ＝ 4.68 t

固化体先端部（L3)

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 2.100 × 1.50

× ( 1 ＋ K ) ＝ 4.10 t

＝ 9.50 t

4) 添加材使用量 杭１本当り添加材使用量　K2=0.015 (15m以上30m未満)

空掘部（L1）

0.72 × 0.015 × 1000 ＝ 10.8 kg

固化体一般部（L2）

4.68 × 0.015 × 1000 ＝ 70.2 kg

＝ 81.0 kg

5) 継手箇所 無し

全セメント量　ΣＶ

全添加材量　ΣＶ

固化体先端長 2.100 64

計 17.780

空掘長 3.680 2

固化体一般部長 12.000 30

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2) 鋼管ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ工

掘進長(m) 加重平均Ｎ値
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杭１本当り

　(1) 掘削
空掘部（L1）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 3.68 ＝ 4.2 m
3

固化体一般部（L2）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 12.00 ＝ 13.6 m
3

固化体先端部（L3)

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 2.10 ＝ 2.4 m
3

Σ ＝ 20.2 m
3

　(2) 残土 （掘削土量の40％）

20.2 × 40% ＝ 8.1 m
3

7) 中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ σck=30 N/mm
2

Ｖ ＝ 1/4 × π × 0.974 × 0.974 × 1.710 ＝ 1.27 m
3
/本

8) ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ撤去 （空堀・中詰部）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 3.68 ＝ 4.2 m
3

1/4 × π × 0.974 × 0.974 × 1.710 ＝ 1.3 m
3

ΣＶ ＝ 5.5 m
3

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

6) 土工
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(1) 空堀部

(2) 固化体一般部

(3) 固化体先端部

計 2.10 134.40

加重平均Ｎ値 Ｎ＝134.40/2.10＝64

1 砂岩 64 2.10 134.40

加重平均Ｎ値 Ｎ＝356.27/12.00＝30

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ

計 12.00 356.27

4 砂質土 14 1.30 18.20

5 砂岩 64 4.96 317.44

2 砂質土 3 4.35 13.05

3 砂質土 6 1.20 7.20

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ

1 粘性土 2 0.19 0.38

計 3.68 7.36

加重平均Ｎ値 Ｎ＝7.36/3.68＝2

1 粘性土 2 3.68 7.36

10) 加重平均Ｎ値

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ
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11) 鋼管杭材料表

上　　杭 中　　杭 下　　杭 　計 杭　1　本　当　り 杭

杭径 材質 端部 端部 杭 ズレ ズレ 現場 ( 丸 つ 鉄筋ズレ止その 総

板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 補強 補強 頭 止め 止め 円周 ) 蓋 り 溶接リング他付 本

バン 溶接 鉄 リングストッ溶接 補強 質 金 長 溶接 属品 数

ド 長 筋 質量 パー 部材 材 量 具 長

mm m kg mm m kg mm m kg mm m kg kg m kg kg 個 kg kg kg kg m m kg 本

φ1000 SKK490 13 13.5 4266 13 13.5 4266 - - 570 24 6 - - - 4 - 6.0 - 12

注) 　1.継ぎ杭の場合は合わせて1本として算出する。
　2.杭径、長さごとに集計する。
　3.端部補強材の溶接長は、杭先端に補強バンドを溶接する場合に算出する。
　4.現場円周補強材には、裏当てリング及びストッパーが含まれる。
　5.補強材には、十字、二十字、井桁の種類を記入する。
　6.杭頭鉄筋の鉄筋量は鉄筋規格・径別に集計する。
　7.鉄筋溶接長は、杭外周に補強鉄筋を溶接する場合に算出する。
　8.ズレ止めリングの溶接長は、ズレ止めリング上側一面の全周を算出する。
　9.その他付属品には、チャッキングプレート、回転防止板等の付属品を算出する。
10.橋梁については、各橋台・橋脚ごとに集計する。
11.掘削残土については別途算出する。
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杭先端処理は下図のいずれかを用いる。
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§８．足場工 枠組足場

底版部

( 13.200 × 2 ＋ 10.200 × 2 ) × 2.500 ＝ 117.0 掛m
2

躯体部

{( 2 × ( 8.000 ＋ 4.000 ) ＋ 8.8 } × 11.500 ＝ 377.2 掛m
2

＝ 494.2 掛m
2

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式

足場工面積　Ｗ

1200
500

8000
500

1200 1200
500

4000
500

1200

1
1
50
0

1
1
50
0

1
1
50
0

1
1
50
0
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§９．支保工 くさび組結合支保工（40kN/m
2
を超え80kN/m

2
以下）

1/2 × ( 9.920 ＋ 8.960 ) × 2.000 × 4.000 ＝ 75.5 空m
3

1/2 × ( 9.040 ＋ 10.080 ) × 2.000 × 4.000 ＝ 76.5 空m
3

Ｖ ＝ 152.0 空m3

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式

2000 40002000
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§10．ｱﾝｶｰ工用箱抜き

(円筒型枠) φ250 × 1995

Ｌ ＝ 1.995 × 6 × 2 ＝ 23.9 m

§11.無収縮ﾓﾙﾀﾙ

平均厚 ｔ ＝ 0.060 ＋ 0.010 ＝ 0.070 m

ﾍﾞｰｽ部
2.110 × 1.780 × 0.070 － 1.850 × 1.520 × 0.010 ＝ 0.235 m

3

ｱﾝｶｰ部
π/4 × 0.250 × 0.250 × 1.995 × 6 ＝ 0.588 m

3

－π/4 × 0.130 × 0.130 × 1.955 × 6 ＝ -0.156 m
3

Ｖ ＝ 0.667 m
3

全体２箇所

ΣＶ ＝ 0.667 × 2 ＝ 1.334 m
3

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

支点上構造高さ

モ ル タ ル 厚

構　造　高　計

下部工橋座高

下フランジ厚

道　路　面　高

主　　桁　　高

G1

EL1

h5

h8

Zh

EL2

舗    装    厚 h1

支　　承　　高

h6

ハ　ン　チ　高

h9

h7

ソールプレート厚

20.167

0.080

0.038

0.030

4.067

0.443

2.900

0.064

16.100

0.132

h2

h4

0.120h3

床　　版　　厚 0.260

台座コンクリート

G2

20.257

0.080

0.040

0.030

4.067

0.443

2.900

0.064

16.190

0.130

0.120

0.260

(m)

平 面 図橋軸方向(A-A)

支承箱抜き詳細図

台座寸法表

台座中心高(h9)

G1

132

155

139

109

184

G2

tL1

tL2

tR1

tR2

130

153

137

107

182

EL1
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§12. 作業土工

(1) 床　掘 土砂

　1) Ａ領域 Ｖ1 ＝ 15.400 × 12.400 × 1.500 ＝ 286.4 m
3

　2) Ｂ領域 Ｖ2 ＝ 15.400 × 12.400 × 2.575

－ 1/4 × π × 1.200

× 0.400 × 12 ＝ 486.3 m
3

＝ 772.7 m
3

(2) 埋　戻
埋戻控除量

基礎 11.200 × 8.200 × 0.300 ＝ 27.6 m3

底版 11.000 × 8.000 × 2.500 ＝ 220.0 m
3

柱 1/4 × π × 4.000 × 1.275 ＝ 16.0 m
3

Ｖ ＝ 263.6 m
3

15.400 × 12.400 × 4.075 ＝ 778.2 m
3

最大埋戻し幅4m以上

Ｖ ＝ 778.2 － 263.6 ＝ 514.6 m
3

(3) 残　土
Ｖ ＝ 772.7 － 514.6 × 1/0.9 ＝ 200.9 m

3

※ C=0.9(土量換算率)

(4) 基面整正
Ａ ＝ 11.200 × 8.200

－ 1/4 × π × 1.200 × 12 ＝ 78.3 m2

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

合計　Ｖ

2

2

2
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　土工図

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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§13. 仮設工

　(1) 鋼矢板及び支保工鋼材

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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　(2) 鋼矢板打込 圧入

1.0本当り打ち込み長 Ｌ ＝ m

最大Ｎ値 Ｎ ＝

加重平均Ｎ値 Ｎ ＝

計 10.50 43.11

加重平均Ｎ値 Ｎ＝43.11／10.50＝4.1

3 砂質土 6 1.20 7.20

4 砂質土 14 1.08 15.12

1 粘性土 2 3.87 7.74

2 砂質土 3 4.35 13.05

10.5

37

4.1

土質番号 土　質 Ｎ値 層厚(m) Ｎ値×L

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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3 P4 橋 脚 数 量 計 算 書
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Ｐ４橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

コンクリート 躯　　体 柱　部 σck=30N/mm
2

m
3

σck=24N/mm
2

m
3

218.68

底 版 部 σck=30N/mm
2

m
3

189.29

σck=24N/mm
2

m
3

小　計 σck=24N/mm
2

m
3

218.68

σck=30N/mm
2

m
3

189.29

合　計 m
3

407.97

型　　　枠 一般型枠 柱　部 m
2

131.52

底 版 部 m
2

87.50

一般型枠計 m
2

219.02

円形型枠 R=1.25m m2 86.23

合　計 m
2

305.25

鉄　筋　工 鉄筋質量 D51 SD490 kg

D41 SD490 kg

D38 SD490 kg

D35 SD490 kg

合　計 SD490 kg

機械継手 D51＋D51 SD490 個

D41＋D41 SD490 個

D38＋D38 SD490 個

D35＋D35 SD490 個

D32＋D32 SD490 個

D29＋D29 SD490 個

合　計 SD490 個

鉄筋質量 D51 SD345 kg

D41 SD345 kg

D38 SD345 kg 32608

D35 SD345 kg 2745

D29～D32 SD345 kg 4839

D16～D25 SD345 kg 20516

合　計 SD345 kg 60708

機械継手 D51＋D51 SD345 個

D41＋D41 SD345 個

D38＋D38 SD345 個 252

合　計 SD345 個 252

ガス圧接 D35＋D35 SD345 個

D32＋D32 SD345 個

D29＋D29 SD345 個

合　計 SD345 個
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Ｐ４橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

均しコンクリート コンクリート 施工面積 σck=18N/mm
2

m
2

69.36

施工体積 t=10cm m
3

6.94

型　  枠 m
2

3.58

基　礎　材 再生砕石 RC-40 t=20cm m
2

69.36

足　場　工 枠組足場工 掛m
2

448.3

支承箱抜き型枠 φ250 m 23.4

無収縮モルタル 上部工施工 m
3

1.628 全　体

基　礎　杭 （鋼管ソイルセメント杭）

本　　数 本 9

杭　　径 mm φ1200

杭　　長 m 19.5

鋼管杭径 外面突起付 mm φ1000

鋼管杭長 m 19.5

掘 進 長 空 堀 部 長 m 36.72 全　体

固化体一般部長 m 162.00 〃

固化体先端部長 m 18.90 〃

合　　計 m 217.62 〃

ｾﾒﾝﾄ使用量 t 107.28 〃

添加剤使用量 硬貨遅延剤 kg 1055.7 〃

継手箇所 箇所 9 〃

土　　工 残　土 m
3

99.0 〃

中詰めｺﾝｸﾘｰﾄ σck=30N/mm
2

m
3

12.06 〃

杭頭処理 D35 SD490 kg 8928 〃

D13 SD345 kg 1170 〃

合　　計 kg 10098 〃

鋼管杭質量 本　　体 SKK490 kg 50184 〃
(外面突起付き) SKK400 kg 29484 〃

附 属 物 SS400 kg 405 〃

合　　計 kg 80073 〃

ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ撤去 ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し 空堀・中詰部 m
3

53.1 〃
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Ｐ４橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

作業土工

床　　掘 Ａ領域 土　砂 m
3

344.7

Ｂ領域 〃 m
3

423.7

合　計 m
3

768.4

埋　　戻 最大埋戻し幅4m以上 m
3

525.1

残土処理 m
3

185.0

基面整正 m
2

69.4

仮締切工

鋼 矢 板 Ⅳ型 SY295 kg

Ⅲ型 SY295 kg 75240

鋼 矢 板 打込･引抜 L=9.5m 枚 132

支 保 工 主部材 リース材 kg 14740

副部材(A) kg 3243

副部材(B) kg 590

合　計 kg 18573
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

3
8 38

1913.5 4673 1913.5

8500

80
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

10
9
20

80
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

No.80+10.000m

10
5°

38
'5
0"
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

支点上構造高さ

モ ル タ ル 厚

構　造　高　計

下部工橋座高

下フランジ厚

道　路　面　高

主　　桁　　高

G1

EL1

h5

h8

Zh

EL2

舗    装    厚 h1

支　　承　　高

h6

ハ　ン　チ　高

h7

ソールプレート厚

19.872

0.080

0.041

0.037

3.946

0.443

2.900

0.065

15.926

h2

h4

0.120h3

床　　版　　厚 0.260

G2

19.956

0.080

0.042

0.040

3.950

0.443

2.900

0.065

16.006

0.120

0.260

(m)
EL1

平 面 図橋軸方向(A-A)

支承箱抜き詳細図

モルタル寸法表

モルタル中心高(h8)

G1

37

37

54

71

54

G2

tL1

tL2

tR2

tR3

40

40

57

74

57

G1 θ=74°20′37″

G2 θ=74°21′42″

71tL3 74

37tR1 40
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§２．ｺﾝｸﾘｰﾄ体積

　1) 柱 （σck=24 N/mm
2
）

1/2 × π/4 × 2.500 × 10.920 ＝ 26.80 m
3

1/2 × π/4 × 2.500 × 11.000 ＝ 27.00 m3

2/3 × 1.250 × 0.038 × 2 ヶ所 ＝ 0.08 m
3

6.000 × 2.500 × 10.960 ＝ 164.40 m
3

1/2 × 2.500 × 0.038 × 6.000 ＝ 0.29 m
3

( π/2 × 1.250 － 2/3 × 1.250 ) × 0.038 × 2 ヶ所 ＝ 0.11 m
3

Ｖ１ ＝ 218.68 m
3

　2) 底版 （σck=30 N/mm
2
）

9.500 × 8.000 × 2.500 ＝ 190.00 m
3

杭控除 -π/4 × 1.000 × 0.100 × 9 本 ＝ -0.71 m3

Ｖ２ ＝ 189.29 m
3

　3) ｺﾝｸﾘｰﾄ体積
合計

　柱　 （σck=24 N/mm
2
） ＝ 218.68 m

3

　底　版　 （σck=30 N/mm
2
） ＝ 189.29 m

3

ΣＶ ＝ 407.97 m3

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2

2

2

2

2

2
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

1250

8500

1
1
0
0
0

6000 1250

3
8 3
88
0

1
0
9
2
0

8
0
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§３．型枠面積

　1) 柱
一般型枠

6.000 × 10.960 × 2 ＝ 131.52 m
2

円形型枠 (R=1.25 m)

1/2 × π × 2.500 × ( 10.920 ＋ 0.038/2 ) ＝ 42.96 m
2

1/2 × π × 2.500 × ( 11.000 ＋ 0.038/2 ) ＝ 43.27 m
2

Ａ１ ＝ 217.75 m
2

　2) 底版
一般型枠

( 9.500 ＋ 8.000 ) × 2 × 2.500 ＝ 87.50 m
2

Ａ２ ＝ 87.50 m
2

　3) 型枠面積合計
一般型枠

ΣＡ ＝ 131.52 ＋ 87.50 ＝ 219.02 m
2

円形型枠 (R=1.25 m)

Ａ ＝ 42.96 ＋ 43.27 ＝ 86.23 m
2

＝ 305.25 m
2

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

型枠面積合計　ΣＡ
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

1250

8500

1
1
0
0
0

6000 1250

3
8 3
88
0

1
0
9
2
0

8
0
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§４．均しｺﾝｸﾘｰﾄ σck＝18 N/mm
2
　t=10cm

　1) 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

( 9.500 ＋ 2 × 0.100 ) × ( 8.000 ＋ 2 × 0.100 ) ＝ 79.54 m
2

-π/4 × 1.200 × 9 本 ＝ -10.18 m
2

Ａ ＝ 69.36 m
2

　2) 均し型枠
{( 9.500 ＋ 2 × 0.100 )

＋ ( 8.000 ＋ 2 × 0.100 )} × 2 × 0.100 ＝ 3.58 m
2

Ａ ＝ 3.58 m
2

§５．基礎材 再生砕石　t=20cm

Ａ ＝ 均しｺﾝｸﾘｰﾄ面積より ＝ 69.36 m
2

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式

2

-　54　-



1) SD490

2) SD345

数　量

機械継手

D51

D38

D35

種　　別 略 図 及 び 算 式

重　量 (kg) ガス圧接 (個)

§６．鉄筋工

D41

合計

D32

D29

D29～D32

D51

重　量 (kg) ガス圧接 (個) 機械継手

D38 32608 252

D41

D32

D35 2745

D29 4839

D29～D32 4839

D13

252

D19 15546

D16 806

D16～D25 20516

合計 60708

D22 1079

D25 3085
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§７．基礎杭

P
4
橋

脚
地

層
想

定
図
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1) 鋼管杭ソイルセメント杭（ φ1200/φ1000）

ソイルセメント撤去
(ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し) m3 5.9 53.1 空堀・中詰部

残　土 m
3 11.0 99.0

種　　別 単位 一本当り 全　体 摘　　要

本　　数 本 － 9

杭　　長 m 19.5 175.5

鋼
管
杭
長

上　杭 t=22mm m 10.5 94.5   SKK490 外面突起

中　杭 t=15mm m 2.0 18.0   SKK400 外面突起

下　杭 t=15mm m 7.0 63.0   SKK400 外面突起

計 m 19.5 175.5

掘
進
長

空 堀 部 長 m 4.08 36.72

固化体一般部長 m 18.00 162.00

固化体先端部長 m 2.10 18.90

計 m 24.18 217.62

加重平均Ｎ値

空堀部 － 2

一般部 － 22

先端部 － 64

セメント使用量

空堀部 t 0.80 7.20

一般部 t 7.02 63.18

先端部 t 4.10 36.90

添加剤使用量 kg 117.3 1055.7 硬化遅延剤

継手箇所 箇所 1 9

掘削土の40%

中詰めコンクリート m
3 1.34 12.06 σck=30N/mm

2

土
工

杭
頭
鉄
筋
工

D35 kg 992 8928 SD490

D13 kg 130 1170 SD345

合　計 kg 1122 10098
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杭径 ： Ds 1.200 m
鋼管径 ： Dp 1.000 m
鋼管長 ： Lp 19.500 m

掘進長 ： Le=L1+L2+L3 24.180 m
固化体先端部長 ： L3=1.5Dp+0.5Ds 2.100 m

余裕長 ： L0=0.5Ds 0.600 m
固化体一般部 ： L2=Lp+L0-L3 18.000 m

空掘長 ： L1 4.080 m

3) ｾﾒﾝﾄ使用量 杭１本当りセメント使用量　K=0.15

空掘部（L1）

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 4.080 × 0.15

× ( 1 ＋ K ) ＝ 0.80 t

固化体一般部（L2）
(t/ｍ

3
)

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 18.000 × 0.30

× ( 1 ＋ K ) ＝ 7.02 t

固化体先端部（L3)

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 2.100 × 1.50

× ( 1 ＋ K ) ＝ 4.10 t

＝ 11.92 t

4) 添加材使用量 杭１本当り添加材使用量　K2=0.015 (15m以上30m未満)

空掘部（L1）

0.80 × 0.015 × 1000 ＝ 12.0 kg

固化体一般部（L2）

7.02 × 0.015 × 1000 ＝ 105.3 kg

＝ 117.3 kg

5) 継手箇所
1箇所／本

全セメント量　ΣＶ

全添加材量　ΣＶ

固化体先端長 2.100 64

計 24.180

空掘長 4.080 2

固化体一般部長 18.000 22

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2) 鋼管ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ工

掘進長(m) 加重平均Ｎ値
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杭１本当り

　(1) 掘削
空掘部（L1）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 4.08 ＝ 4.6 m3

固化体一般部（L2）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 18.00 ＝ 20.4 m3

固化体先端部（L3)

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 2.10 ＝ 2.4 m3

Σ ＝ 27.4 m3

　(2) 残土 （掘削土量の40％）

27.4 × 40% ＝ 11.0 m3

7) 中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ σck=30 N/mm2

Ｖ ＝ 1/4 × π × 0.956 × 0.956 × 1.860 ＝ 1.34 m
3
/本

8) ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ撤去 （空堀・中詰部）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 4.08 ＝ 4.6 m3

1/4 × π × 0.956 × 0.956 × 1.860 ＝ 1.3 m3

ΣＶ ＝ 5.9 m3

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

6) 土工
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(1) 空堀部

(2) 固化体一般部

(3) 固化体先端部

10) 加重平均Ｎ値

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ

1 表土 2 0.44 0.88

2 粘性土 2 2.40 4.80

3 砂質土 2 0.50 1.00

4 粘性土 3 0.74 2.22

計 4.08 8.90

加重平均Ｎ値 Ｎ＝8.90/4.08＝2

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ

1 粘性土 3 3.06 9.18

2 砂質土 6 2.70 16.20

3 粘性土 3 1.40 4.20

4 砂質土 14 3.20 44.80

5 砂岩 35 5.95 208.25

6 砂岩 64 1.69 108.16

計 18.00 390.79

加重平均Ｎ値 Ｎ＝390.79/18.00＝22

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ

1 砂岩 64 2.10 134.40

134.40

加重平均Ｎ値 Ｎ＝134.40/2.10＝64

計 2.10
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11) 鋼管杭材料表

上　　杭 中　　杭 下　　杭 　計 杭　1　本　当　り 杭

杭径 材質 端部 端部 杭 ズレ ズレ 現場 ( 丸 つ 鉄筋ズレ止その 総

板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 補強 補強 頭 止め 止め 円周 ) 蓋 り 溶接リング他付 本

バン 溶接 鉄 リングストッ溶接 補強 質 金 長 溶接 属品 数

ド 長 筋 質量 パー 部材 材 量 具 長

mm m kg mm m kg mm m kg mm m kg kg m kg kg 個 kg kg kg kg m m kg 本

φ1000 SKK490 22 10.5 5576 22 10.5 5576 - - 1122 23 6 7 - - 14 - 5.9 - 9

φ1000 SKK400 15 2.0 728 15 7.0 2548 15 9.0 3276

注) 　1.継ぎ杭の場合は合わせて1本として算出する。
　2.杭径、長さごとに集計する。
　3.端部補強材の溶接長は、杭先端に補強バンドを溶接する場合に算出する。
　4.現場円周補強材には、裏当てリング及びストッパーが含まれる。
　5.補強材には、十字、二十字、井桁の種類を記入する。
　6.杭頭鉄筋の鉄筋量は鉄筋規格・径別に集計する。
　7.鉄筋溶接長は、杭外周に補強鉄筋を溶接する場合に算出する。
　8.ズレ止めリングの溶接長は、ズレ止めリング上側一面の全周を算出する。
　9.その他付属品には、チャッキングプレート、回転防止板等の付属品を算出する。
10.橋梁については、各橋台・橋脚ごとに集計する。
11.掘削残土については別途算出する。
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杭先端処理は下図のいずれかを用いる。
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§８．足場工 枠組足場

底版部

( 11.700 × 2 ＋ 10.200 × 2 ) × 2.500 ＝ 109.5 掛m
2

躯体部

{( 2 × ( 8.500 ＋ 2.500 ) ＋ 8.8 } × 11.000 ＝ 338.8 掛m
2

＝ 448.3 掛m
2

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式

足場工面積　Ｗ

1200
500

8500
500

1200

2
5
0
0

1
1
0
0
0

2
5
0
0

1
1
0
0
0

2
5
0
0

1
1
0
0
0

1200
500

2500
500

1200

2
5
0
0

1
1
0
0
0

1200
500

9500
500

1200 1200
500

8000
500

1200

1200
500

9500
500

1200

1
20
0 5
0
0

8
0
0
0

5
0
01
20
0
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§９．ｱﾝｶｰ工用箱抜き

(円筒型枠) φ250 × 1954 ， φ250 × 1951

Ｌ ＝ ( 1.954 ＋ 1.951 ) × 6 ＝ 23.4 m

§10.無収縮ﾓﾙﾀﾙ

　(1) G1

平均厚 ｔ ＝ 0.101 ＋ 0.010 ＝ 0.111 m

ﾍﾞｰｽ部
2.110 × 1.780 × 0.111 － 1.850 × 1.520 × 0.010 ＝ 0.389 m

3

ｱﾝｶｰ部
π/4 × 0.250 × 0.250 × 1.954 × 6 ＝ 0.576 m

3

－π/4 × 0.130 × 0.130 × 1.955 × 6 ＝ -0.156 m
3

Ｖ ＝ 0.809 m
3

　(2) G2

平均厚 ｔ ＝ 0.104 ＋ 0.010 ＝ 0.114 m

ﾍﾞｰｽ部
2.110 × 1.780 × 0.114 － 1.850 × 1.520 × 0.010 ＝ 0.400 m

3

ｱﾝｶｰ部
π/4 × 0.250 × 0.250 × 1.951 × 6 ＝ 0.575 m

3

－π/4 × 0.130 × 0.130 × 1.955 × 6 ＝ -0.156 m
3

Ｖ ＝ 0.819 m
3

無収縮モルタル合計

ΣＶ ＝ 0.809 ＋ 0.819 ＝ 1.628 m
3

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

支点上構造高さ

モ ル タ ル 厚

構　造　高　計

下部工橋座高

下フランジ厚

道　路　面　高

主　　桁　　高

G1

EL1

h5

h8

Zh

EL2

舗    装    厚 h1

支　　承　　高

h6

ハ　ン　チ　高

h7

ソールプレート厚

19.872

0.080

0.041

0.037

3.946

0.443

2.900

0.065

15.926

h2

h4

0.120h3

床　　版　　厚 0.260

G2

19.956

0.080

0.042

0.040

3.950

0.443

2.900

0.065

16.006

0.120

0.260

(m)
EL1

平 面 図橋軸方向(A-A)

支承箱抜き詳細図

モルタル寸法表

モルタル中心高(h8)

G1

37

37

54

71

54

G2

tL1

tL2

tR2

tR3

40

40

57

74

57

G1 θ=74°20′37″

G2 θ=74°21′42″

71tL3 74

37tR1 40
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§11. 作業土工

(1) 床　掘 土砂

　1) Ａ領域 Ｖ1 ＝ 13.900 × 12.400 × 2.000 ＝ 344.7 m
3

　2) Ｂ領域 Ｖ2 ＝ 13.900 × 12.400 × 2.482

－ 1/4 × π × 1.200

× 0.400 × 9 ＝ 423.7 m
3

＝ 768.4 m
3

(2) 埋　戻
埋戻控除量

基礎 9.700 × 8.200 × 0.300 ＝ 23.9 m3

底版 9.500 × 8.000 × 2.500 ＝ 190.0 m
3

柱 ( 1/4 × π × 2.500 + 6.000

× 2.500 ) × 1.682 ＝ 33.5 m
3

Ｖ ＝ 247.4 m
3

13.900 × 12.400 × 4.482 ＝ 772.5 m
3

最大埋戻し幅4m以上

Ｖ ＝ 772.5 － 247.4 ＝ 525.1 m
3

(3) 残　土
Ｖ ＝ 768.4 － 525.1 × 1/0.9 ＝ 185.0 m

3

※ C=0.9(土量換算率)

(4) 基面整正
Ａ ＝ 9.700 × 8.200

－ 1/4 × π × 1.200 × 9 ＝ 69.4 m2

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

合計　Ｖ

2

2

2
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　土工図

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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§12. 仮設工

　(1) 鋼矢板及び支保工鋼材

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

-　70　-



　(2) 鋼矢板打込 圧入

1.0本当り打ち込み長 Ｌ ＝ m

最大Ｎ値 Ｎ ＝

加重平均Ｎ値 Ｎ ＝

計 9.50 32.24

加重平均Ｎ値 Ｎ＝32.24／9.50＝3.4

5 砂質土 6 2.36 14.16

3 砂質土 2 0.50 1.00

4 粘性土 3 3.80 11.40

1 表土 2 0.44 0.88

2 粘性土 2 2.40 4.80

9.5

11

3.4

土質番号 土　質 Ｎ値 層厚(m) Ｎ値×L

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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4 P5 橋 脚 数 量 計 算 書
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Ｐ５橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

コンクリート 躯　　体 柱　部 σck=30N/mm
2

m
3

σck=24N/mm
2

m
3

354.06

底 版 部 σck=30N/mm
2

m
3

189.29

σck=24N/mm
2

m
3

小　計 σck=24N/mm
2

m
3

354.06

σck=30N/mm
2

m
3

189.29

合　計 m
3

543.35

型　　　枠 一般型枠 柱　部 m2 107.01

底 版 部 m
2

87.50

一般型枠計 m
2

194.51

円形型枠 R=2.00m m
2

144.89

合　計 m
2

339.40

鉄　筋　工 鉄筋質量 D51 SD490 kg

D41 SD490 kg

D38 SD490 kg

D35 SD490 kg

合　計 SD490 kg

機械継手 D51＋D51 SD490 個

D41＋D41 SD490 個

D38＋D38 SD490 個

D35＋D35 SD490 個

D32＋D32 SD490 個

D29＋D29 SD490 個

合　計 SD490 個

鉄筋質量 D51 SD345 kg

D41 SD345 kg

D38 SD345 kg

D35 SD345 kg

D29～D32 SD345 kg 10467

D16～D25 SD345 kg 22448

合　計 SD345 kg 32915

機械継手 D51＋D51 SD345 個

D41＋D41 SD345 個

D38＋D38 SD345 個

合　計 SD345 個

ガス圧接 D35＋D35 SD345 個

D32＋D32 SD345 個 127

D29＋D29 SD345 個

合　計 SD345 個 127

エポキシ鉄筋 D16 SD345 kg 349
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Ｐ５橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

均しコンクリート コンクリート 施工面積 σck=18N/mm
2

m
2

69.36

施工体積 t=10cm m
3

6.94

型　  枠 m
2

3.58

基　礎　材 再生砕石 RC-40 t=20cm m
2

69.36

足　場　工 枠組足場工 掛m
2

498.2

支承箱抜き型枠 φ200 m 20.7

無収縮モルタル 上部工施工 m
3

0.872 全　体

基　礎　杭 （鋼管ソイルセメント杭）

本　　数 本 9

杭　　径 mm φ1200

杭　　長 m 21.0

鋼管杭径 外面突起付 mm φ1000

鋼管杭長 m 21.0

掘 進 長 空 堀 部 長 m 32.94 全　体

固化体一般部長 m 175.50 〃

固化体先端部長 m 18.90 〃

合　　計 m 227.34 〃

ｾﾒﾝﾄ使用量 t 111.78 〃

添加剤使用量 硬貨遅延剤 kg 1124.1 〃

継手箇所 箇所 9 〃

土　　工 残　土 m
3

102.6 〃

中詰めｺﾝｸﾘｰﾄ σck=30N/mm
2

m
3

13.05 〃

杭頭処理 D38 SD490 kg 11574 〃

D13 SD345 kg 1233 〃

合　　計 kg 12807 〃

鋼管杭質量 本　　体 SKK490 kg 45405 〃
(外面突起付き) SKK400 kg 37674 〃

附 属 物 SS400 kg 405 〃

合　　計 kg 83484 〃

ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ撤去 ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し 空堀・中詰部 m
3

49.5 〃

ｺﾝｸﾘｰﾄ塗装 塗装仕様CC-B m
2

50.19
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Ｐ５橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

作業土工

床　　掘 Ａ領域 土　砂 m
3

327.5

Ｂ領域 〃 m
3

368.2

合　計 m
3

695.7

埋　　戻 最大埋戻し幅4m以上 m
3

447.4

残土処理 m
3

198.6

基面整正 m
2

69.4

仮締切工

鋼 矢 板 Ⅳ型 SY295 kg

Ⅲ型 SY295 kg 71280

鋼 矢 板 打込･引抜 L=9.0m 枚 132

支 保 工 主部材 リース材 kg 14740

副部材(A) kg 3243

副部材(B) kg 590

合　計 kg 18573
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

8451

471 7509 471

3754.5 3754.5

1.412%

6
0 60
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

6
0

1034 966 966 1034
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

10
5°

5'
16
"

No.83+7.000m
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

1520

1120

360400360

9090

1300 110110

30
h9

1520

1120

360400360

9090

1300 110110
12
40 12
00

10
0

60

30
3
0

10t
L1

(t
L
2)

tR
1

(
tR
2
)

アンカーボルトφ85
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§２．ｺﾝｸﾘｰﾄ体積

　1) 柱 （σck=24 N/mm
2
）

1/2 × π/4 × 4.000 × 11.440 ＝ 71.88 m
3

1/2 × π/4 × 4.000 × 11.560 ＝ 72.63 m3

2/3 × 2.000 × 0.060 × 2 ヶ所 ＝ 0.32 m
3

4.500 × 4.000 × 11.500 ＝ 207.00 m
3

1/2 × 4.000 × 0.060 × 4.500 ＝ 0.54 m
3

π/2 × 2.000 － 2/3 × 2.000 ) × 0.060 × 2 ヶ所 ＝ 0.43 m
3

Ｖ１ ＝ 352.80 m
3

　2) 底版 （σck=30 N/mm
2
）

9.500 × 8.000 × 2.500 ＝ 190.00 m
3

杭控除 -π/4 × 1.000 × 0.100 × 9 本 ＝ -0.71 m3

Ｖ２ ＝ 189.29 m
3

　3) 台座ｺﾝｸﾘｰﾄ （σck=24 N/mm
2
）

平均厚は中心厚を用いる。

1.610 × 1.460 × ( 0.170 ＋ 0.172 ) ＝ 0.80 m
3

1.520 × 1.150 × ( 0.131 ＋ 0.133 ) ＝ 0.46 m3

Ｖ３ ＝ 1.26 m
3

　4) ｺﾝｸﾘｰﾄ体積
合計

　柱　 （σck=24 N/mm
2
） 352.80 ＋ 1.26 ＝ 354.06 m

3

　底　版　 （σck=30 N/mm
2
） ＝ 189.29 m

3

ΣＶ ＝ 543.35 m
3

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2

2

2 2

2

2
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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§３．型枠面積

　1) 柱
一般型枠

4.500 × 11.500 × 2 ＝ 103.50 m
2

円形型枠 (R=2.00m)

1/2 × π × 4.000 × { 1/2 × ( 11.468 ＋ 11.500 )} ＝ 72.16 m
2

1/2 × π × 4.000 × { 1/2 × ( 11.532 ＋ 11.620 )} ＝ 72.73 m
2

Ａ１ ＝ 248.39 m
2

　2) 底版
一般型枠

( 9.500 ＋ 8.000 ) × 2 × 2.500 ＝ 87.50 m
2

Ａ２ ＝ 87.50 m
2

　3) 台座ｺﾝｸﾘｰﾄ
一般型枠

( 1.610 ＋ 1.460 ) × 2 × ( 0.170 ＋ 0.172 ) ＝ 2.10 m
2

( 1.520 ＋ 1.150 ) × 2 × ( 0.131 ＋ 0.133 ) ＝ 1.41 m
2

Ａ３ ＝ 3.51 m
2

　4) 型枠面積合計
一般型枠

ΣＡ ＝ 103.50 ＋ 87.50 ＋ 3.51 ＝ 194.51 m
2

円形型枠 (R=2.00m)

Ａ ＝ 72.16 ＋ 72.73 ＝ 144.89 m
2

＝ 339.40 m
2

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

型枠面積合計　ΣＡ
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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§４．均しｺﾝｸﾘｰﾄ σck＝18 N/mm
2
　t=10cm

　1) 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

( 9.500 ＋ 2 × 0.100 ) × ( 8.000 ＋ 2 × 0.100 ) ＝ 79.54 m
2

-π/4 × 1.200 × 9 本 ＝ -10.18 m
2

Ａ ＝ 69.36 m
2

　2) 均し型枠
{( 9.500 ＋ 2 × 0.100 )

＋ ( 8.000 ＋ 2 × 0.100 )} × 2 × 0.100 ＝ 3.58 m
2

Ａ ＝ 3.58 m
2

§５．基礎材 再生砕石　t=20cm

Ａ ＝ 均しｺﾝｸﾘｰﾄ面積より ＝ 69.36 m
2

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式

2
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1) SD490

2) SD345

・エポキシ鉄筋 D16 － 349 kg

D32

D35

数　量

機械継手

D51

§６．鉄筋工

D41

D38

種　　別 略 図 及 び 算 式

重　量 (kg) ガス圧接 (個)

ガス圧接 (個) 機械継手

合計

D29

D29～D32

重　量 (kg)

D51

D38

D32 10467

D41

D35

D29

127

127D29～D32 10467

D25

D13

D16～D25 22448

127

D22 18275

D16 1581

D19 2592

合計 32915
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1) 鋼管杭ソイルセメント杭（ φ1200/φ1000）

土
工

杭　　長 m 21.0 189.0

摘　　要

本　　数 本 － 9

種　　別 単位 一本当り 全　体

鋼
管
杭
長

上　杭 t=22mm m 9.5 85.5   SKK490 外面突起

中　杭 t=15mm

81.0   SKK400 外面突起

m 2.5 22.5   SKK400 外面突起

19.50

計 m 21.0 189.0

下　杭 t=15mm m 9.0

掘
進
長

空 堀 部 長 m 3.66 32.94

固化体一般部長 m

計 m 25.26 227.34

175.50

固化体先端部長 m 2.10 18.90

加重平均Ｎ値

空堀部 － 5

一般部 － 19

t 4.10

先端部 － 64

6.39

一般部 t 7.61 68.49

空堀部 t 0.71

36.90

添加剤使用量 kg 124.9 1124.1 硬化遅延剤

セメント使用量

先端部

残　土 m3 11.4 102.6 掘削土の40%

継手箇所 箇所 1 9

σck=30N/mm2中詰めコンクリート m3 1.45 13.05

杭
頭
鉄
筋
工

D38 kg 1286

合　計 kg 1423 12807

11574 SD490

D13 kg 137 1233 SD345

ソイルセメント撤去
(ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し) m3 5.5 49.5 空堀・中詰部
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杭径 ： Ds 1.200 m
鋼管径 ： Dp 1.000 m
鋼管長 ： Lp 21.000 m

掘進長 ： Le=L1+L2+L3 25.260 m
固化体先端部長 ： L3=1.5Dp+0.5Ds 2.100 m

余裕長 ： L0=0.5Ds 0.600 m
固化体一般部 ： L2=Lp+L0-L3 19.500 m

空掘長 ： L1 3.660 m

3) ｾﾒﾝﾄ使用量 杭１本当りセメント使用量　K=0.15

空掘部（L1）

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 3.660 × 0.15

× ( 1 ＋ K ) ＝ 0.71 t

固化体一般部（L2）

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 19.500 × 0.30

× ( 1 ＋ K ) ＝ 7.61 t

固化体先端部（L3)

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 2.100 × 1.50

× ( 1 ＋ K ) ＝ 4.10 t

＝ 12.42 t

4) 添加材使用量 杭１本当り添加材使用量　K2=0.015 (15m以上30m未満)

空掘部（L1）

0.71 × 0.015 × 1000 ＝ 10.7 kg

固化体一般部（L2）

7.61 × 0.015 × 1000 ＝ 114.2 kg

＝ 124.9 kg

5) 継手箇所
1箇所／本

計 25.260

全セメント量　ΣＶ

固化体先端長 2.100 64

全添加材量　ΣＶ

空掘長 3.660 5

固化体一般部長 19.500 19

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2) 鋼管ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ工

掘進長(m) 加重平均Ｎ値
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杭１本当り

　(1) 掘削
空掘部（L1）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 3.66 ＝ 4.1 m3

固化体一般部（L2）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 19.50 ＝ 22.1 m3

固化体先端部（L3)

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 2.10 ＝ 2.4 m3

Σ ＝ 28.6 m3

　(2) 残土 （掘削土量の40％）

28.6 × 40% ＝ 11.4 m3

7) 中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ σck=30 N/mm2

Ｖ ＝ 1/4 × π × 0.956 × 0.956 × 2.020 ＝ 1.45 m
3
/本

8) ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ撤去 （空堀・中詰部）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 3.66 ＝ 4.1 m3

1/4 × π × 0.956 × 0.956 × 2.020 ＝ 1.4 m3

ΣＶ ＝ 5.5 m3

数　量

6) 土工

種　　別 略 図 及 び 算 式
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(1) 空堀部

(2) 固化体一般部

(3) 固化体先端部

10) 加重平均Ｎ値

Ｎ値×Ｌ

1 表土 2 0.26 0.52

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

0.80

3 砂質土 6 2.20 13.20

2 粘性土 2 0.40

2.40

計 3.66 16.92

Ｎ値×Ｌ

9.90

4 砂質土 3 0.80

加重平均Ｎ値 Ｎ＝16.92/3.66＝5

1 砂質土 3 3.30

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

102.20

3 粘性土 3 2.20

2 粘性土 12 0.30 3.60

57.60

5 砂岩 35 5.50

6.60

4 砂質土 14 7.30

19.50

加重平均Ｎ値 Ｎ＝372.4/19.50＝19

192.50

6 砂岩 64 0.90

1 砂岩

372.40計

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ

加重平均Ｎ値

64 2.10 134.40

134.40

Ｎ＝134.40/2.10＝64

計 2.10
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11) 鋼管杭材料表

上　　杭 中　　杭 下　　杭 　計 杭　1　本　当　り 杭

杭径 材質 端部 端部 杭 ズレ ズレ 現場 ( 丸 つ 鉄筋ズレ止その 総

板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 補強 補強 頭 止め 止め 円周 ) 蓋 り 溶接リング他付 本

バン 溶接 鉄 リングストッ溶接 補強 質 金 長 溶接 属品 数

ド 長 筋 質量 パー 部材 材 量 具 長

mm m kg mm m kg mm m kg mm m kg kg m kg kg 個 kg kg kg kg m m kg 本

φ1000 SKK490 22 9.5 5045 22 9.5 5045 - - 1423 23 6 7 - - 14 - 5.9 - 9

φ1000 SKK400 15 2.5 910 15 9.0 3276 15 11.5 4186

注) 　1.継ぎ杭の場合は合わせて1本として算出する。
　2.杭径、長さごとに集計する。
　3.端部補強材の溶接長は、杭先端に補強バンドを溶接する場合に算出する。
　4.現場円周補強材には、裏当てリング及びストッパーが含まれる。
　5.補強材には、十字、二十字、井桁の種類を記入する。
　6.杭頭鉄筋の鉄筋量は鉄筋規格・径別に集計する。
　7.鉄筋溶接長は、杭外周に補強鉄筋を溶接する場合に算出する。
　8.ズレ止めリングの溶接長は、ズレ止めリング上側一面の全周を算出する。
　9.その他付属品には、チャッキングプレート、回転防止板等の付属品を算出する。
10.橋梁については、各橋台・橋脚ごとに集計する。
11.掘削残土については別途算出する。
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杭先端処理は下図のいずれかを用いる。
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§８．足場工 枠組足場

底版部

( 11.700 × 2 ＋ 10.200 × 2 ) × 2.500 ＝ 109.5 掛m
2

躯体部

{( 2 × ( 8.500 ＋ 4.000 ) ＋ 8.8 } × 11.500 ＝ 388.7 掛m
2

＝ 498.2 掛m
2

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式

足場工面積　Ｗ
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§９．ｱﾝｶｰ工用箱抜き

(円筒型枠) φ200 × 1345

Ｌ ＝ 1.345 × 4 × 2 ＝ 10.8 m

φ200 × 1240

Ｌ ＝ 1.240 × 4 × 2 ＝ 9.9 m

Ｌ ＝ 20.7 m

§10.無収縮ﾓﾙﾀﾙ

　(1) P4側

平均厚 ｔ ＝ 0.060 ＋ 0.010 ＝ 0.070 m

ﾍﾞｰｽ部
1.310 × 1.160 × 0.070 － 1.130 × 0.980 × 0.010 ＝ 0.095 m3

ｱﾝｶｰ部
π/4 × 0.200 × 0.200 × 1.345 × 4 ＝ 0.169 m3

－π/4 × 0.090 × 0.090 × 1.305 × 4 ＝ -0.033 m3

Ｖ ＝ 0.231 m3

Ｖ ＝ 0.231 × 2 ヶ所 ＝ 0.462 m3

　(2) P6側

平均厚 ｔ ＝ 0.060 ＋ 0.010 ＝ 0.070 m

ﾍﾞｰｽ部
1.300 × 0.930 × 0.070 － 1.120 × 0.750 × 0.010 ＝ 0.076 m3

ｱﾝｶｰ部
π/4 × 0.200 × 0.200 × 1.240 × 4 ＝ 0.156 m3

－π/4 × 0.085 × 0.085 × 1.200 × 4 ＝ -0.027 m3

Ｖ ＝ 0.205 m3

Ｖ ＝ 0.205 × 2 ヶ所 ＝ 0.410 m3

無収縮モルタル合計

ΣＶ ＝ 0.462 ＋ 0.410 ＝ 0.872 m3

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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§11. ｺﾝｸﾘｰﾄ塗装 （塗装仕様CC-B）

側　面

4.500 × 1.000 × 2 ＝ 9.00 m
2

π × 4.000 × 1.000 ＝ 12.57 m2

平　面

4.500 × 4.000 ＝ 18.00 m
2

π/4 × 4.000 ＝ 12.57 m
2

-1.310 × 1.160 × 2 ＝ -3.04 m
2

-1.300 × 0.930 × 2 ＝ -2.42 m
2

( 1.610 ＋ 1.460 ) × 2 × 0.170 ＝ 1.04 m
2

( 1.610 ＋ 1.460 ) × 2 × 0.172 ＝ 1.06 m
2

( 1.520 ＋ 1.150 ) × 2 × 0.131 ＝ 0.70 m
2

( 1.520 ＋ 1.150 ) × 2 × 0.133 ＝ 0.71 m
2

＝ 50.19 m
2コンクリート塗装面積計　Ａ

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2
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§12. 作業土工

(1) 床　掘 土砂

　1) Ａ領域 Ｖ1 ＝ 13.900 × 12.400 × 1.900 ＝ 327.5 m
3

　2) Ｂ領域 Ｖ2 ＝ 13.900 × 12.400 × 2.160

－ 1/4 × π × 1.200

× 0.400 × 9 ＝ 368.2 m
3

＝ 695.7 m
3

(2) 埋　戻
埋戻控除量

基礎 9.700 × 8.200 × 0.300 ＝ 23.9 m3

底版 9.500 × 8.000 × 2.500 ＝ 190.0 m
3

柱 ( 1/4 × π × 4.000 + 4.500

× 4.000 ) × 1.260 ＝ 38.5 m
3

Ｖ ＝ 252.4 m
3

13.900 × 12.400 × 4.060 ＝ 699.8 m
3

最大埋戻し幅4m以上

Ｖ ＝ 699.8 － 252.4 ＝ 447.4 m
3

(3) 残　土
Ｖ ＝ 695.7 － 447.4 × 1/0.9 ＝ 198.6 m

3

※ C=0.9(土量換算率)

(4) 基面整正
Ａ ＝ 9.700 × 8.200

－ 1/4 × π × 1.200 × 9 ＝ 69.4 m2

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

合計　Ｖ

2

2

2
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　土工図

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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§13. 仮設工

　(1) 鋼矢板及び支保工鋼材

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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　(2) 鋼矢板打込 圧入

1.0本当り打ち込み長 Ｌ ＝ m

最大Ｎ値 Ｎ ＝

加重平均Ｎ値 Ｎ ＝

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

0.80

9.0

12

4.0

土質番号 土　質 Ｎ値 層厚(m) Ｎ値×L

12.30

1 表土 2 0.26 0.52

2 粘性土 2 0.40

5.22

3 砂質土 6 2.20 13.20

4 砂質土 3 4.10

5 粘性土 12 0.30 3.60

6 粘性土 3 1.74

Ｎ＝35.64／9.00＝4.0

計 9.00 35.64

加重平均Ｎ値
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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5 P6 橋 脚 数 量 計 算 書
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Ｐ６橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

コンクリート 躯　　体 柱　部 σck=30N/mm2 m3

σck=24N/mm2 m3 189.61

底 版 部 σck=30N/mm2 m3 219.06

σck=24N/mm2 m3

小　計 σck=24N/mm2 m3 189.61

σck=30N/mm2 m3 219.06

合　計 m3 408.67

型　　　枠 一般型枠 柱　部 m2 114.00

底 版 部 m2 95.00

一般型枠計 m2 209.00

円形型枠 R=1.25m m2 74.76

合　計 m2 283.76

鉄　筋　工 鉄筋質量 D51 SD490 kg

D41 SD490 kg

D38 SD490 kg

D35 SD490 kg

合　計 SD490 kg

機械継手 D51＋D51 SD490 個

D41＋D41 SD490 個

D38＋D38 SD490 個

D35＋D35 SD490 個

D32＋D32 SD490 個

D29＋D29 SD490 個

合　計 SD490 個

鉄筋質量 D51 SD345 kg 34144

D41 SD345 kg

D38 SD345 kg 8237

D35 SD345 kg 4516

D29～D32 SD345 kg 47608

D16～D25 SD345 kg 2735

合　計 SD345 kg 97240

機械継手 D51＋D51 SD345 個

D41＋D41 SD345 個

D38＋D38 SD345 個 42

合　計 SD345 個 42

ガス圧接 D35＋D35 SD345 個

D32＋D32 SD345 個

D29＋D29 SD345 個 30

合　計 SD345 個 30
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Ｐ６橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

均しコンクリート コンクリート 施工面積 σck=18N/mm2 m2 78.27

施工体積 t=10cm m3 7.83

型　  枠 m2 3.88

基　礎　材 再生砕石 RC-40 t=20cm m2 78.27

足　場　工 枠組足場工 掛m2 409.6

支承箱抜き型枠 φ200 m 17.4

無収縮モルタル 上部工施工 m3 1.152 全　体

基　礎　杭 （鋼管ソイルセメント杭）

本　　数 本 12

杭　　径 mm φ1200

杭　　長 m 25.0

鋼管杭径 外面突起付 mm φ1000

鋼管杭長 m 25.0

掘 進 長 空 堀 部 長 m 42.60 全　体

固化体一般部長 m 282.00 〃

固化体先端部長 m 25.20 〃

合　　計 m 349.80 〃

ｾﾒﾝﾄ使用量 t 167.52 〃

添加剤使用量 硬貨遅延剤 kg 1776.0 〃

継手箇所 箇所 24 〃

土　　工 残　土 m3 158.4 〃

中詰めｺﾝｸﾘｰﾄ σck=30N/mm2 m3 16.08 〃

杭頭処理 D35 SD490 kg 11904 〃

D13 SD345 kg 1560 〃

合　　計 kg 13464 〃

鋼管杭質量 本　　体 SKK490 kg 63720 〃
(外面突起付き) SKK400 kg 52560 〃

附 属 物 SS400 kg 624 〃

合　　計 kg 116904 〃

ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ撤去 ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し 空堀・中詰部 m3 63.6 〃
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Ｐ６橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

作業土工

床　　掘 Ａ領域 土　砂 m3 286.4

Ｂ領域 〃 m3 462.4

合　計 m3 748.8

埋　　戻 最大埋戻幅4m以上 m3 483.8

残土処理 m3 211.2

基面整正 m2 78.3

仮締切工

鋼 矢 板 Ⅳ型 SY295 kg

Ⅲ型 SY295 kg 79230

鋼 矢 板 打込･引抜 L=9.5m 枚 139

支 保 工 主部材 リース材 kg 20520

副部材(A) kg 4514

副部材(B) kg 821

合　計 kg 25855
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

支点上構造高さ

モ ル タ ル 厚

構　造　高　計

下部工橋座高

下フランジ厚

道　路　面　高

主　　桁　　高

G1

EL1

h5

h8

Zh

EL2

舗装厚＋調整コン h1

支　　承　　高

h6

ハ　ン　チ　高

h7

ソールプレート厚

19.234

0.108

0.064

0.041

3.986

0.431

2.900

0.062

15.248

h2

h4

0.120h3

床　　版　　厚 0.260

G2

19.227

0.108

0.064

0.034

3.979

0.431

2.900

0.062

15.248

0.120

0.260

(m)
EL1

平 面 図橋軸方向(A-A)

支承箱抜き詳細図

モルタル寸法表

モルタル中心高(h8)

G1

41

41

58

74

58

G2

tL1

tL2

tR2

tR3

34

34

51

67

51

74tL3 67

41tR1 34

75°
0'0"
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§２．ｺﾝｸﾘｰﾄ体積

　1) 柱 （σck=24 N/mm
2
）

π/4 × 2.500 × 9.500 ＝ 46.63 m
3

2/3 × 1.250 × 0.038 × 2 ヶ所 ＝ 0.08 m3

6.000 × 2.500 × 9.500 ＝ 142.50 m
3

(π/2 × 1.250 － 2/3 × 1.250 ) × 0.038 × 2 ヶ所 ＝ 0.11 m
3

1/2 × 2.500 × 0.038 × 6.000 ＝ 0.29 m
3

Ｖ１ ＝ 189.61 m
3

　2) 底版 （σck=30 N/mm
2
）

11.000 × 8.000 × 2.500 ＝ 220.00 m
3

杭控除 -π/4 × 1.000 × 0.100 × 12 本 ＝ -0.94 m
3

Ｖ２ ＝ 219.06 m3

　3) ｺﾝｸﾘｰﾄ体積
合計

　柱　 （σck=24 N/mm
2
） ＝ 189.61 m

3

　底　版　 （σck=30 N/mm
2
） ＝ 219.06 m

3

ΣＶ ＝ 408.67 m
3

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2

2

2 2

2
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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§３．型枠面積

　1) 柱
一般型枠

6.000 × 9.500 × 2 ＝ 114.00 m
2

円形型枠 (R=1.25m)

1/2 × π × 2.500 × ( 9.500 ＋ 0.038/2 ) × 2 ヶ所 ＝ 74.76 m
2

Ａ１ ＝ 188.76 m
2

　2) 底版
一般型枠

( 11.000 ＋ 8.000 ) × 2 × 2.500 ＝ 95.00 m
2

Ａ２ ＝ 95.00 m
2

　3) 型枠面積合計
一般型枠

ΣＡ ＝ 114.00 ＋ 95.00 ＝ 209.00 m
2

円形型枠 (R=1.25m)

Ａ ＝ ＝ 74.76 m
2

＝ 283.76 m
2

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

型枠面積合計　ΣＡ
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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§４．均しｺﾝｸﾘｰﾄ σck＝18 N/mm
2
　t=10cm

　1) 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

( 11.000 ＋ 2 × 0.100 ) × ( 8.000 ＋ 2 × 0.100 ) ＝ 91.84 m
2

-π/4 × 1.200 × 12 本 ＝ -13.57 m
2

Ａ ＝ 78.27 m
2

　2) 均し型枠
{( 11.000 ＋ 2 × 0.100 )

＋ ( 8.000 ＋ 2 × 0.100 )} × 2 × 0.100 ＝ 3.88 m
2

Ａ ＝ 3.88 m
2

§５．基礎材 再生砕石　t=20cm

Ａ ＝ 均しｺﾝｸﾘｰﾄ面積より ＝ 78.27 m
2

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式

2
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1) SD490

2) SD345

D32

§６．鉄筋工

D41

D38

D35

数　量

機械継手

種　　別 略 図 及 び 算 式

重　量 (kg) ガス圧接 (個)

D51

重　量 (kg) ガス圧接 (個) 機械継手

8237

合計

D29

D29～D32

42

D51 34144

D41

D38

D32 2615

D35 4516

30

D29 44993 30

合計 97240

D29～D32 47608

30 42

D13

D19 2386

D16 349

D16～D25 2735

D25

D22
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§７．基礎杭

P
6
橋
脚
地
層
想
定
図
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1) 鋼管杭ソイルセメント杭（ φ1200/φ1000）

土
工

ソイルセメント撤去
(ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し) m

3 5.3 63.6 空堀・中詰部

SD345

合　計 kg 1122 13464

杭
頭
鉄
筋
工

D35 kg 992 11904 SD490

D13 kg 130 1560

中詰めコンクリート m
3 1.34 16.08 σck=30N/mm

2

残　土 m
3 13.2 158.4 掘削土の40%

添加剤使用量 kg 148.0 1776.0 硬化遅延剤

継手箇所 箇所 2 24

先端部 t 4.10 49.20

セメント使用量

空堀部 t 0.69 8.28

一般部 t 9.17 110.04

先端部 － 64

加重平均Ｎ値

空堀部 － 2

一般部 － 14

固化体先端部長 m 2.10 25.20

計 m 29.15 349.80

固化体一般部長 m 23.50 282.00

計 m 25.0 300.0

掘
進
長

空 堀 部 長 m 3.55 42.60

下　杭 t=10mm m 6.0 72.0   SKK400 外面突起

4.0 48.0   SKK400 外面突起

t=10mm m 3.0 36.0   SKK400 外面突起

120.0   SKK490 外面突起

中　杭

t=15mm m 2.0 24.0   SKK400 外面突起

t=15mm m

杭　　長 m 25.0 300.0

鋼
管
杭
長

上　杭 t=22mm m 10.0

種　　別 単位 一本当り 全　体 摘　　要

本　　数 本 － 12
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杭径 ： Ds 1.200 m
鋼管径 ： Dp 1.000 m
鋼管長 ： Lp 25.000 m

掘進長 ： Le=L1+L2+L3 29.150 m
固化体先端部長 ： L3=1.5Dp+0.5Ds 2.100 m

余裕長 ： L0=0.5Ds 0.600 m
固化体一般部 ： L2=Lp+L0-L3 23.500 m

空掘長 ： L1 3.550 m

3) ｾﾒﾝﾄ使用量 杭１本当りセメント使用量　K=0.15

空掘部（L1）

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 3.550 × 0.15

× ( 1 ＋ K ) ＝ 0.69 t

固化体一般部（L2）
(t/ｍ

3
)

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 23.500 × 0.30

× ( 1 ＋ K ) ＝ 9.17 t

固化体先端部（L3)

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 2.100 × 1.50

× ( 1 ＋ K ) ＝ 4.10 t

＝ 13.96 t

4) 添加材使用量 杭１本当り添加材使用量　K2=0.015 (15m以上30m未満)

空掘部（L1）

0.69 × 0.015 × 1000 ＝ 10.4 kg

固化体一般部（L2）

9.17 × 0.015 × 1000 ＝ 137.6 kg

＝ 148.0 kg

5) 継手箇所
2箇所／本

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2) 鋼管ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ工

掘進長(m) 加重平均Ｎ値

空掘長 3.550 2

固化体一般部長 23.500 14

固化体先端長 2.100 64

計 29.150

全セメント量　ΣＶ

全添加材量　ΣＶ
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杭１本当り

　(1) 掘削
空掘部（L1）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 3.55 ＝ 4.0 m3

固化体一般部（L2）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 23.50 ＝ 26.6 m3

固化体先端部（L3)

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 2.10 ＝ 2.4 m3

Σ ＝ 33.0 m3

　(2) 残土 （掘削土量の40％）

33.0 × 40% ＝ 13.2 m3

7) 中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ σck=30 N/mm2

Ｖ ＝ 1/4 × π × 0.956 × 0.956 × 1.860 ＝ 1.34 m
3
/本

8) ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ撤去 （空堀・中詰部）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 3.55 ＝ 4.0 m3

1/4 × π × 0.956 × 0.956 × 1.860 ＝ 1.3 m3

ΣＶ ＝ 5.3 m3

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

6) 土工
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(1) 空堀部

(2) 固化体一般部

(3) 固化体先端部

加重平均Ｎ値 Ｎ＝134.40/2.10＝64

計 2.10 134.40

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ

1 砂岩 64 2.10 134.40

計 23.50 337.94

加重平均Ｎ値 Ｎ＝337.94/23.50＝14

6 砂岩 35 4.50 157.50

7 砂岩 64 0.04 2.56

4 粘性土 3 2.60 7.80

5 砂質土 14 6.90 96.60

2 砂質土 3 1.90 5.70

3 砂質土 14 4.10 57.40

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ

1 粘性土 3 3.46 10.38

計 3.55 7.34

加重平均Ｎ値 Ｎ＝7.34/3.55＝2

1 粘性土 2 3.31 6.62

2 粘性土 3 0.24 0.72

10) 加重平均Ｎ値

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ
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11) 鋼管杭材料表

上　　杭 中　　杭 下　　杭 　計 杭　1　本　当　り 杭

杭径 材質 端部 端部 杭 ズレ ズレ 現場 ( 丸 つ 鉄筋ズレ止その 総

板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 補強 補強 頭 止め 止め 円周 ) 蓋 り 溶接リング他付 本

バン 溶接 鉄 リングストッ溶接 補強 質 金 長 溶接 属品 数

ド 長 筋 質量 パー 部材 材 量 具 長

mm m kg mm m kg mm m kg mm m kg kg m kg kg 個 kg kg kg kg m m kg 本

φ1000 SKK490 22 #### 5310 22 10.0 5310 - - 1122 23 6 14 - - 14 - 5.9 - 12

φ1000 SKK400 15 6.0 2184 15 6.0 2184

φ1000 SKK400 10 3.0 732 10 6.0 1464 10 9.0 2196

注) 　1.継ぎ杭の場合は合わせて1本として算出する。
　2.杭径、長さごとに集計する。
　3.端部補強材の溶接長は、杭先端に補強バンドを溶接する場合に算出する。
　4.現場円周補強材には、裏当てリング及びストッパーが含まれる。
　5.補強材には、十字、二十字、井桁の種類を記入する。
　6.杭頭鉄筋の鉄筋量は鉄筋規格・径別に集計する。
　7.鉄筋溶接長は、杭外周に補強鉄筋を溶接する場合に算出する。
　8.ズレ止めリングの溶接長は、ズレ止めリング上側一面の全周を算出する。
　9.その他付属品には、チャッキングプレート、回転防止板等の付属品を算出する。
10.橋梁については、各橋台・橋脚ごとに集計する。
11.掘削残土については別途算出する。
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杭先端処理は下図のいずれかを用いる。
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§８．足場工 枠組足場

底版部

( 13.200 × 2 ＋ 10.200 × 2 ) × 2.500 ＝ 117.0 掛m
2

躯体部

{( 2 × ( 8.500 ＋ 2.500 ) ＋ 8.8 } × 9.500 ＝ 292.6 掛m
2

＝ 409.6 掛m
2

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式

足場工面積　Ｗ

1200
500

2500
500

1200

1200
500

11000
500

1200
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§９．ｱﾝｶｰ工用箱抜き

(円筒型枠) φ200 × 1446(G1) ， φ200 × 1453(G2)

Ｌ ＝ 1.446 × 6 ＋ 1.453 × 6 ＝ 17.4 m

§10.無収縮ﾓﾙﾀﾙ

　(1) G1

平均厚 ｔ ＝ 0.104 ＋ 0.010 ＝ 0.114 m

ﾍﾞｰｽ部
2.100 × 1.720 × 0.114 － 1.900 × 1.520 × 0.010 ＝ 0.383 m

3

ｱﾝｶｰ部
π/4 × 0.200 × 0.200 × 1.446 × 6 ＝ 0.273 m

3

－π/4 × 0.100 × 0.100 × 1.450 × 6 ＝ -0.068 m
3

Ｖ ＝ 0.588 m
3

　(2) G2

平均厚 ｔ ＝ 0.097 ＋ 0.010 ＝ 0.107 m

ﾍﾞｰｽ部
2.100 × 1.720 × 0.107 － 1.900 × 1.520 × 0.010 ＝ 0.358 m

3

ｱﾝｶｰ部
π/4 × 0.200 × 0.200 × 1.453 × 6 ＝ 0.274 m

3

－π/4 × 0.100 × 0.100 × 1.450 × 6 ＝ -0.068 m
3

Ｖ ＝ 0.564 m
3

無収縮モルタル合計

ΣＶ ＝ 0.588 ＋ 0.564 ＝ 1.152 m
3

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

支点上構造高さ

モ ル タ ル 厚

構　造　高　計

下部工橋座高

下フランジ厚

道　路　面　高

主　　桁　　高

G1

EL1

h5

h8

Zh

EL2

舗装厚＋調整コン h1

支　　承　　高

h6

ハ　ン　チ　高

h7

ソールプレート厚

19.234

0.108

0.064

0.041

3.986

0.431

2.900

0.062

15.248

h2

h4

0.120h3

床　　版　　厚 0.260

G2

19.227

0.108

0.064

0.034

3.979

0.431

2.900

0.062

15.248

0.120

0.260

(m)
EL1

平 面 図橋軸方向(A-A)

支承箱抜き詳細図

モルタル寸法表

モルタル中心高(h8)

G1

41

41

58

74

58

G2

tL1

tL2

tR2

tR3

34

34

51

67

51

74tL3 67

41tR1 34

75°
0'0"
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§11. 作業土工

(1) 床　掘 土砂

　1) Ａ領域 Ｖ1 ＝ 15.400 × 12.400 × 1.500 ＝ 286.4 m
3

　2) Ｂ領域 Ｖ2 ＝ 15.400 × 12.400 × 2.450

－ 1/4 × π × 1.200

× 0.400 × 12 ＝ 462.4 m
3

＝ 748.8 m
3

(2) 埋　戻
埋戻控除量

基礎 11.200 × 8.200 × 0.300 ＝ 27.6 m3

底版 11.000 × 8.000 × 2.500 ＝ 220.0 m
3

柱 ( 1/4 × π × 2.500 + 6.000

× 2.500 ) × 1.150 ＝ 22.9 m
3

Ｖ ＝ 270.5 m
3

15.400 × 12.400 × 3.950 ＝ 754.3 m
3

最大埋戻し幅4m以上

Ｖ ＝ 754.3 － 270.5 ＝ 483.8 m
3

(3) 残　土
Ｖ ＝ 748.8 － 483.8 × 1/0.9 ＝ 211.2 m

3

※ C=0.9(土量換算率)

(4) 基面整正
Ａ ＝ 11.200 × 8.200

－ 1/4 × π × 1.200 × 12 ＝ 78.3 m2

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

合計　Ｖ

2

2

2
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　土工図

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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§12. 仮設工

　(1) 鋼矢板及び支保工鋼材

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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　(2) 鋼矢板打込 圧入

1.0本当り打ち込み長 Ｌ ＝ m

最大Ｎ値 Ｎ ＝

加重平均Ｎ値 Ｎ ＝

計 9.50 31.68

加重平均Ｎ値 Ｎ＝31.68／9.50＝3.9

3 砂質土 3 1.90 5.70

4 砂質土 14 0.59 8.26

1 粘性土 2 3.31 6.62

2 粘性土 3 3.70 11.10

9.5

21

3.3

土質番号 土　質 Ｎ値 層厚(m) Ｎ値×L

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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6 P7 橋 脚 数 量 計 算 書
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Ｐ７橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

コンクリート 躯　　体 柱　部 σck=30N/mm
2

m
3

σck=24N/mm
2

m
3

189.61

底 版 部 σck=30N/mm
2

m
3

219.06

σck=24N/mm
2

m
3

小　計 σck=24N/mm
2

m
3

189.61

σck=30N/mm
2

m
3

219.06

合　計 m
3

408.67

型　　　枠 一般型枠 柱　部 m
2

114.00

底 版 部 m
2

95.00

一般型枠計 m
2

209.00

円形型枠 R=1.25m m2 74.76

合　計 m
2

283.76

鉄　筋　工 鉄筋質量 D51 SD490 kg

D41 SD490 kg

D38 SD490 kg

D35 SD490 kg

合　計 SD490 kg

機械継手 D51＋D51 SD490 個

D41＋D41 SD490 個

D38＋D38 SD490 個

D35＋D35 SD490 個

D32＋D32 SD490 個

D29＋D29 SD490 個

合　計 SD490 個

鉄筋質量 D51 SD345 kg 22763

D41 SD345 kg

D38 SD345 kg

D35 SD345 kg

D29～D32 SD345 kg 25794

D16～D25 SD345 kg 10973

合　計 SD345 kg 59530

機械継手 D51＋D51 SD345 個

D41＋D41 SD345 個

D38＋D38 SD345 個

合　計 SD345 個

ガス圧接 D35＋D35 SD345 個

D32＋D32 SD345 個 50

D29＋D29 SD345 個

合　計 SD345 個 50
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Ｐ７橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

均しコンクリート コンクリート 施工面積 σck=18N/mm
2

m
2

78.27

施工体積 t=10cm m
3

7.83

型　  枠 m
2

3.88

基　礎　材 再生砕石 RC-40 t=20cm m
2

78.27

足　場　工 枠組足場工 掛m
2

409.6

支承箱抜き型枠 φ200 m 17.4

無収縮モルタル 上部工施工 m
3

1.152 全　体

基　礎　杭 （鋼管ソイルセメント杭）

本　　数 本 12

杭　　径 mm φ1200

杭　　長 m 26.0

鋼管杭径 外面突起付 mm φ1000

鋼管杭長 m 26.0

掘 進 長 空 堀 部 長 m 46.80 全　体

固化体一般部長 m 294.00 〃

固化体先端部長 m 25.20 〃

合　　計 m 366.00 〃

ｾﾒﾝﾄ使用量 t 173.04 〃

添加剤使用量 硬貨遅延剤 kg 3715.2 〃

継手箇所 箇所 24 〃

土　　工 残　土 m
3

165.6 〃

中詰めｺﾝｸﾘｰﾄ σck=30N/mm
2

m
3

16.44 〃

杭頭処理 D35 SD490 kg 7932 〃

D13 SD345 kg 864 〃

合　　計 kg 8796 〃

鋼管杭質量 本　　体 SKK490 kg 34944 〃
(外面突起付き) SKK400 kg 52704 〃

附 属 物 SS400 kg 564 〃

合　　計 kg 88212 〃

ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ撤去 ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し 空堀・中詰部 m
3

69.6 〃
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Ｐ７橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

作業土工

床　　掘 Ａ領域 土　砂 m
3

381.9

Ｂ領域 〃 m
3

433.8

合　計 m
3

815.7

埋　　戻 最大埋戻幅4m以上 m
3

543.6

残土処理 m
3

211.7

基面整正 m
2

78.3

仮締切工

鋼 矢 板 Ⅳ型 SY295 kg

Ⅲ型 SY295 kg 83400

鋼 矢 板 打込･引抜 L=10.0m 枚 139

支 保 工 主部材 リース材 kg 20520

副部材(A) kg 4514

副部材(B) kg 821

合　計 kg 25855
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

74tL3 67

41tR1 34

75°
0'0"

舗装厚＋調整コン

支点上構造高さ

モ ル タ ル 厚

構　造　高　計

下部工橋座高

下フランジ厚

道　路　面　高

主　　桁　　高

G1

EL1

h5

h8

Zh

EL2

h1

支　　承　　高

h6

ハ　ン　チ　高

h7

ソールプレート厚

18.894

0.108

0.043

0.041

3.965

0.431

2.900

0.062

14.929

h2

h4

0.120h3

床　　版　　厚 0.260

G2

18.887

0.108

0.043

0.034

3.958

0.431

2.900

0.062

14.929

0.120

0.260

(m)
EL1

平 面 図橋軸方向(A-A)

支承箱抜き詳細図

モルタル寸法表

モルタル中心高(h8)

G1

41

41

58

74

58

G2

tL1

tL2

tR2

tR3

34

34

51

67

51
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§２．ｺﾝｸﾘｰﾄ体積

　1) 柱 （σck=24 N/mm
2
）

π/4 × 2.500 × 9.500 ＝ 46.63 m
3

2/3 × 1.250 × 0.038 × 2 ヶ所 ＝ 0.08 m3

6.000 × 2.500 × 9.500 ＝ 142.50 m
3

(π/2 × 1.250 － 2/3 × 1.250 ) × 0.038 × 2 ヶ所 ＝ 0.11 m
3

1/2 × 2.500 × 0.038 × 6.000 ＝ 0.29 m
3

Ｖ１ ＝ 189.61 m
3

　2) 底版 （σck=30 N/mm
2
）

11.000 × 8.000 × 2.500 ＝ 220.00 m
3

杭控除 -π/4 × 1.000 × 0.100 × 12 本 ＝ -0.94 m
3

Ｖ２ ＝ 219.06 m3

　3) ｺﾝｸﾘｰﾄ体積
合計

　柱　 （σck=24 N/mm
2
） ＝ 189.61 m

3

　底　版　 （σck=30 N/mm
2
） ＝ 219.06 m

3

ΣＶ ＝ 408.67 m
3

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2

2

2 2

2
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

1250 6000 1250

8500

9
5
0
0
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§３．型枠面積

　1) 柱
一般型枠

6.000 × 9.500 × 2 ＝ 114.00 m
2

円形型枠 (R=1.25m)

1/2 × π × 2.500 × ( 9.500 ＋ 0.038/2 ) × 2 ヶ所 ＝ 74.76 m
2

Ａ１ ＝ 188.76 m
2

　2) 底版
一般型枠

( 11.000 ＋ 8.000 ) × 2 × 2.500 ＝ 95.00 m
2

Ａ２ ＝ 95.00 m
2

　3) 型枠面積合計
一般型枠

ΣＡ ＝ 114.00 ＋ 95.00 ＝ 209.00 m
2

円形型枠 (R=1.25m)

Ａ ＝ ＝ 74.76 m
2

＝ 283.76 m
2

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

型枠面積合計　ΣＡ
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

1250 6000 1250

8500

9
5
00
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§４．均しｺﾝｸﾘｰﾄ σck＝18 N/mm
2
　t=10cm

　1) 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

( 11.000 ＋ 2 × 0.100 ) × ( 8.000 ＋ 2 × 0.100 ) ＝ 91.84 m
2

-π/4 × 1.200 × 12 本 ＝ -13.57 m
2

Ａ ＝ 78.27 m
2

　2) 均し型枠
{( 11.000 ＋ 2 × 0.100 )

＋ ( 8.000 ＋ 2 × 0.100 )} × 2 × 0.100 ＝ 3.88 m
2

Ａ ＝ 3.88 m
2

§５．基礎材 再生砕石　t=20cm

Ａ ＝ 均しｺﾝｸﾘｰﾄ面積より ＝ 78.27 m
2

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式

2
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1) SD490

2) SD345

D16～D25 10973

D25 5537

D22 2701

D13

D19 2386

D16 349

合計 59530

D29～D32 25794

50

50

D29 19978

D32 5816 50

D35

D51 22763

D41

D38

合計

D29

D29～D32

重　量 (kg) ガス圧接 (個) 機械継手

種　　別 略 図 及 び 算 式

重　量 (kg) ガス圧接 (個)

D51

D35

数　量

機械継手

D32

§６．鉄筋工

D41

D38
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§７．基礎杭

P
7
橋

脚
地

層
想

定
図
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1) 鋼管杭ソイルセメント杭（ φ1200/φ1000）

合　計 kg 733 8796

ソイルセメント撤去
(ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し) m

3 5.8 69.6 空堀・中詰部

SD490

D13 kg 72 864 SD345

中詰めコンクリート m
3 1.37 16.44 σck=30N/mm

2

杭
頭
鉄
筋
工

D35 kg 661 7932

継手箇所 箇所 2 24

残　土 m
3 13.8 165.6 掘削土の40%

先端部 t 4.10 49.20

添加剤使用量 kg 309.6 3715.2 硬化遅延剤

一般部 t 9.56 114.72

先端部 － 64

セメント使用量

空堀部 t 0.76 9.12

一般部 － 13

計 m 30.50 366.00

加重平均Ｎ値

空堀部 － 2

24.50 294.00

固化体先端部長 m 2.10 25.20

312.0

掘
進
長

空 堀 部 長 m 3.90 46.80

固化体一般部長 m

  SKK400 外面突起

下　杭 t=10mm m 8.0 96.0   SKK400 外面突起

  SKK490 外面突起

中　杭
t=10mm m 2.0 24.0   SKK400 外面突起

t=10mm m 8.0

鋼
管
杭
長

上　杭 t=15mm m 8.0 96.0

96.0

計 m 26.0

杭　　長 m 26.0 312.0

土
工

種　　別 単位 一本当り 全　体 摘　　要

本　　数 本 － 12
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杭径 ： Ds 1.200 m
鋼管径 ： Dp 1.000 m
鋼管長 ： Lp 26.000 m

掘進長 ： Le=L1+L2+L3 30.500 m
固化体先端部長 ： L3=1.5Dp+0.5Ds 2.100 m

余裕長 ： L0=0.5Ds 0.600 m
固化体一般部 ： L2=Lp+L0-L3 24.500 m

空掘長 ： L1 3.900 m

3) ｾﾒﾝﾄ使用量 杭１本当りセメント使用量　K=0.15

空掘部（L1）

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 3.900 × 0.15

× ( 1 ＋ K ) ＝ 0.76 t

固化体一般部（L2）
(t/ｍ

3
)

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 24.500 × 0.30

× ( 1 ＋ K ) ＝ 9.56 t

固化体先端部（L3)

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 2.100 × 1.50

× ( 1 ＋ K ) ＝ 4.10 t

＝ 14.42 t

4) 添加材使用量 杭１本当り添加材使用量　K2=0.030 (30m以上45m未満)

空掘部（L1）

0.76 × 0.030 × 1000 ＝ 22.8 kg

固化体一般部（L2）

9.56 × 0.030 × 1000 ＝ 286.8 kg

＝ 309.6 kg

5) 継手箇所
2箇所／本

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2) 鋼管ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ工

掘進長(m) 加重平均Ｎ値

空掘長 3.900 2

固化体一般部長 24.500 13

固化体先端長 2.100 64

計 30.500

全セメント量　ΣＶ

全添加材量　ΣＶ
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杭１本当り

　(1) 掘削
空掘部（L1）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 3.90 ＝ 4.4 m3

固化体一般部（L2）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 24.50 ＝ 27.7 m3

固化体先端部（L3)

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 2.10 ＝ 2.4 m3

Σ ＝ 34.5 m3

　(2) 残土 （掘削土量の40％）

34.5 × 40% ＝ 13.8 m3

7) 中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ σck=30 N/mm2

Ｖ ＝ 1/4 × π × 0.970 × 0.970 × 1.860 ＝ 1.37 m
3
/本

8) ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ撤去 （空堀・中詰部）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 3.90 ＝ 4.4 m3

1/4 × π × 0.970 × 0.970 × 1.860 ＝ 1.4 m3

ΣＶ ＝ 5.8 m3

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

6) 土工
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(1) 空堀部

(2) 固化体一般部

(3) 固化体先端部

10) 加重平均Ｎ値

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ

1 表土 2 0.26 0.52

2 粘性土 2 3.64 7.28

2.52

計 3.90 7.80

加重平均Ｎ値 Ｎ＝7.88/3.90＝2

194.60

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ

1 粘性土 2 1.26

84.00

2 砂質土 3 1.75 5.25

3 砂質土 14 13.90

15.36

4 粘性土 4 0.80 3.20

5 砂質土 14 6.00

Ｎ＝324.18/24.5＝13

6 砂岩 35 0.55 19.25

7 砂岩 64 0.24

砂岩 64 2.10 134.40

計 24.50 324.18

加重平均Ｎ値

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ

1

2.10 134.40

加重平均Ｎ値 Ｎ＝134.40/2.10＝64

計
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11) 鋼管杭材料表

上　　杭 中　　杭 下　　杭 　計 杭　1　本　当　り 杭

杭径 材質 端部 端部 杭 ズレ ズレ 現場 ( 丸 つ 鉄筋ズレ止その 総

板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 補強 補強 頭 止め 止め 円周 ) 蓋 り 溶接リング他付 本

バン 溶接 鉄 リングストッ溶接 補強 質 金 長 溶接 属品 数

ド 長 筋 質量 パー 部材 材 量 具 長

mm m kg mm m kg mm m kg mm m kg kg m kg kg 個 kg kg kg kg m m kg 本

φ1000 SKK490 15 8.0 2912 15 8.0 2912 - - 733 24 6 14 - - 8 - 6.0 - 12

φ1000 SKK400 10 10.0 2440 10 8.0 1952 10 18.0 4392

注) 　1.継ぎ杭の場合は合わせて1本として算出する。
　2.杭径、長さごとに集計する。
　3.端部補強材の溶接長は、杭先端に補強バンドを溶接する場合に算出する。
　4.現場円周補強材には、裏当てリング及びストッパーが含まれる。
　5.補強材には、十字、二十字、井桁の種類を記入する。
　6.杭頭鉄筋の鉄筋量は鉄筋規格・径別に集計する。
　7.鉄筋溶接長は、杭外周に補強鉄筋を溶接する場合に算出する。
　8.ズレ止めリングの溶接長は、ズレ止めリング上側一面の全周を算出する。
　9.その他付属品には、チャッキングプレート、回転防止板等の付属品を算出する。
10.橋梁については、各橋台・橋脚ごとに集計する。
11.掘削残土については別途算出する。
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杭先端処理は下図のいずれかを用いる。
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§８．足場工 枠組足場

底版部

( 13.200 × 2 ＋ 10.200 × 2 ) × 2.500 ＝ 117.0 掛m
2

躯体部

{( 2 × ( 8.500 ＋ 2.500 ) ＋ 8.8 } × 9.500 ＝ 292.6 掛m
2

＝ 409.6 掛m
2

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式

足場工面積　Ｗ

1200
500

11000
500

1200
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§９．ｱﾝｶｰ工用箱抜き

(円筒型枠) φ200 × 1446 ， φ200 × 1453

Ｌ ＝ ( 1.446 ＋ 1.453 ) × 6 ＝ 17.4 m

§10.無収縮ﾓﾙﾀﾙ

　(1) G1

平均厚 ｔ ＝ 0.104 ＋ 0.010 ＝ 0.114 m

ﾍﾞｰｽ部
2.100 × 1.720 × 0.114 － 1.900 × 1.520 × 0.010 ＝ 0.383 m

3

ｱﾝｶｰ部
π/4 × 0.200 × 0.200 × 1.446 × 6 ＝ 0.273 m

3

－π/4 × 0.100 × 0.100 × 1.453 × 6 ＝ -0.068 m
3

Ｖ ＝ 0.588 m
3

　(2) G2

平均厚 ｔ ＝ 0.097 ＋ 0.010 ＝ 0.107 m

ﾍﾞｰｽ部
2.100 × 1.720 × 0.107 － 1.900 × 1.520 × 0.010 ＝ 0.358 m

3

ｱﾝｶｰ部
π/4 × 0.200 × 0.200 × 1.453 × 6 ＝ 0.274 m

3

－π/4 × 0.100 × 0.100 × 1.450 × 6 ＝ -0.068 m
3

Ｖ ＝ 0.564 m
3

無収縮モルタル合計

ΣＶ ＝ 0.588 ＋ 0.564 ＝ 1.152 m
3

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

74tL3 67

41tR1 34

75°
0'0"

舗装厚＋調整コン

支点上構造高さ

モ ル タ ル 厚

構　造　高　計

下部工橋座高

下フランジ厚

道　路　面　高

主　　桁　　高

G1

EL1

h5

h8

Zh

EL2

h1

支　　承　　高

h6

ハ　ン　チ　高

h7

ソールプレート厚

18.894

0.108

0.043

0.041

3.965

0.431

2.900

0.062

14.929

h2

h4

0.120h3

床　　版　　厚 0.260

G2

18.887

0.108

0.043

0.034

3.958

0.431

2.900

0.062

14.929

0.120

0.260

(m)
EL1

平 面 図橋軸方向(A-A)

支承箱抜き詳細図

モルタル寸法表

モルタル中心高(h8)

G1

41

41

58

74

58

G2

tL1

tL2

tR2

tR3

34

34

51

67

51
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§11. 作業土工

(1) 床　掘 土砂

　1) Ａ領域 Ｖ1 ＝ 15.400 × 12.400 × 2.000 ＝ 381.9 m
3

　2) Ｂ領域 Ｖ2 ＝ 15.400 × 12.400 × 2.300

－ 1/4 × π × 1.200

× 0.400 × 12 ＝ 433.8 m
3

＝ 815.7 m
3

(2) 埋　戻
埋戻控除量

基礎 11.200 × 8.200 × 0.300 ＝ 27.6 m3

底版 11.000 × 8.000 × 2.500 ＝ 220.0 m
3

柱 ( 1/4 × π × 2.500 + 6.000

× 2.500 ) × 1.500 ＝ 29.9 m
3

Ｖ ＝ 277.5 m
3

15.400 × 12.400 × 4.300 ＝ 821.1 m
3

最大埋戻し幅4m以上

Ｖ ＝ 821.1 － 277.5 ＝ 543.6 m
3

(3) 残　土
Ｖ ＝ 815.7 － 543.6 × 1/0.9 ＝ 211.7 m

3

※ C=0.9(土量換算率)

(4) 基面整正
Ａ ＝ 11.200 × 8.200

－ 1/4 × π × 1.200 × 12 ＝ 78.3 m2

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

合計　Ｖ

2

2

2
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　土工図

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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§12. 仮設工

　(1) 鋼矢板及び支保工鋼材

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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　(2) 鋼矢板打込 圧入

1.0本当り打ち込み長 Ｌ ＝ m

最大Ｎ値 Ｎ ＝

加重平均Ｎ値 Ｎ ＝

計 10.00 58.83

加重平均Ｎ値 Ｎ＝58.83／10.00＝5.9

3 砂質土 3 1.75 5.25

4 砂質土 14 3.09 43.26

1 表土 2 0.26 0.52

2 粘性土 2 4.90 9.80

10.0

32

5.9

土質番号 土　質 Ｎ値 層厚(m) Ｎ値×L

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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7 P8 橋 脚 数 量 計 算 書
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Ｐ８橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

コンクリート 躯　　体 柱　部 σck=30N/mm
2

m
3

σck=24N/mm
2

m
3

179.66

底 版 部 σck=30N/mm
2

m
3

219.06

σck=24N/mm
2

m
3

小　計 σck=24N/mm
2

m
3

179.66

σck=30N/mm
2

m
3

219.06

合　計 m
3

398.72

型　　　枠 一般型枠 柱　部 m
2

108.00

底 版 部 m
2

95.00

一般型枠計 m
2

203.00

円形型枠 R=1.25m m2 70.84

合　計 m
2

273.84

鉄　筋　工 鉄筋質量 D51 SD490 kg

D41 SD490 kg

D38 SD490 kg

D35 SD490 kg

合　計 SD490 kg

機械継手 D51＋D51 SD490 個

D41＋D41 SD490 個

D38＋D38 SD490 個

D35＋D35 SD490 個

D32＋D32 SD490 個

D29＋D29 SD490 個

合　計 SD490 個

鉄筋質量 D51 SD345 kg 22000

D41 SD345 kg

D38 SD345 kg

D35 SD345 kg

D29～D32 SD345 kg 25232

D16～D25 SD345 kg 10072

合　計 SD345 kg 57304

機械継手 D51＋D51 SD345 個

D41＋D41 SD345 個

D38＋D38 SD345 個

合　計 SD345 個

ガス圧接 D35＋D35 SD345 個

D32＋D32 SD345 個 50

D29＋D29 SD345 個

合　計 SD345 個 50
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Ｐ８橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

均しコンクリート コンクリート 施工面積 σck=18N/mm
2

m
2

78.27

施工体積 t=10cm m
3

7.83

型　  枠 m
2

3.88

基　礎　材 再生砕石 RC-40 t=20cm m
2

78.27

足　場　工 枠組足場工 掛m
2

394.2

支承箱抜き型枠 φ200 m 17.4

無収縮モルタル 上部工施工 m
3

1.148 全　体

基　礎　杭 （鋼管ソイルセメント杭）

本　　数 本 12

杭　　径 mm φ1200

杭　　長 m 27.5

鋼管杭径 外面突起付 mm φ1000

鋼管杭長 m 27.5

掘 進 長 空 堀 部 長 m 42.00 全　体

固化体一般部長 m 312.00 〃

固化体先端部長 m 25.20 〃

合　　計 m 379.20 〃

ｾﾒﾝﾄ使用量 t 179.04 〃

添加剤使用量 硬貨遅延剤 kg 3895.2 〃

継手箇所 箇所 24 〃

土　　工 残　土 m
3

171.6 〃

中詰めｺﾝｸﾘｰﾄ σck=30N/mm
2

m
3

16.68 〃

杭頭処理 D35 SD490 kg 6612 〃

D13 SD345 kg 840 〃

合　　計 kg 7452 〃

鋼管杭質量 本　　体 SKK490 kg 24528 〃
(外面突起付き) SKK400 kg 60024 〃

附 属 物 SS400 kg 540 〃

合　　計 kg 85092 〃

ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ撤去 構造物取壊し 空堀・中詰部 m
3

64.8 〃
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Ｐ８橋脚数量集計表

工　　　種 種　　　別 細      別 規　　格 単位 数　　量 摘　要

作業土工

床　　掘 Ａ領域 土　砂 m
3

286.4

Ｂ領域 〃 m
3

452.9

合　計 m
3

739.3

埋　　戻 最大埋戻し幅4m以上 m
3

475.2

残土処理 m
3

211.3

基面整正 m
2

78.3

仮締切工

鋼 矢 板 Ⅳ型 SY295 kg

Ⅲ型 SY295 kg 79230

鋼 矢 板 打込･引抜 L=9.5m 枚 139

支 保 工 主部材 リース材 kg 20520

副部材(A) kg 4514

副部材(B) kg 821

合　計 kg 25855
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

75°
0'0"

舗装厚＋調整コン

支点上構造高さ

モ ル タ ル 厚

構　造　高　計

下部工橋座高

下フランジ厚

道　路　面　高

主　　桁　　高

G1

EL1

h5

h8

Zh

EL2

h1

支　　承　　高

h6

ハ　ン　チ　高

h7

ソールプレート厚

18.553

0.108

0.064

0.040

3.985

0.431

2.900

0.062

14.568

h2

h4

0.120h3

床　　版　　厚 0.260

G2

18.547

0.108

0.064

0.034

3.979

0.431

2.900

0.062

14.568

0.120

0.260

(m)
EL1

平 面 図橋軸方向(A-A)

支承箱抜き詳細図

モルタル寸法表

モルタル中心高(h8)

G1

40

40

57

73

57

G2

tL1

tL2

tR2

tR3

34

34

51

67

51

73tL3 67

40tR1 34
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§２．ｺﾝｸﾘｰﾄ体積

　1) 柱 （σck=24 N/mm
2
）

π/4 × 2.500 × 9.000 ＝ 44.18 m
3

2/3 × 1.250 × 0.038 × 2 ヶ所 ＝ 0.08 m3

6.000 × 2.500 × 9.000 ＝ 135.00 m
3

(π/2 × 1.250 － 2/3 × 1.250 ) × 0.038 × 2 ヶ所 ＝ 0.11 m
3

1/2 × 2.500 × 0.038 × 6.000 ＝ 0.29 m
3

Ｖ１ ＝ 179.66 m
3

　2) 底版 （σck=30 N/mm
2
）

11.000 × 8.000 × 2.500 ＝ 220.00 m
3

杭控除 -π/4 × 1.000 × 0.100 × 12 本 ＝ -0.94 m
3

Ｖ２ ＝ 219.06 m3

　3) ｺﾝｸﾘｰﾄ体積
合計

　柱　 （σck=24 N/mm
2
） ＝ 179.66 m

3

　底　版　 （σck=30 N/mm
2
） ＝ 219.06 m

3

ΣＶ ＝ 398.72 m
3

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2

2

2 2

2
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

1250 6000 1250

8500

90
00
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§３．型枠面積

　1) 柱
一般型枠

6.000 × 9.000 × 2 ＝ 108.00 m
2

円形型枠 (R=1.25m)

1/2 × π × 2.500 × ( 9.000 ＋ 0.038/2 ) × 2 ヶ所 ＝ 70.84 m
2

Ａ１ ＝ 178.84 m
2

　2) 底版
一般型枠

( 11.000 ＋ 8.000 ) × 2 × 2.500 ＝ 95.00 m
2

Ａ２ ＝ 95.00 m
2

　3) 型枠面積合計
一般型枠

ΣＡ ＝ 108.00 ＋ 95.00 ＝ 203.00 m
2

円形型枠 (R=1.25m)

Ａ ＝ ＝ 70.84 m
2

＝ 273.84 m
2

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

型枠面積合計　ΣＡ
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

1250 6000 1250

8500

90
00
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§４．均しｺﾝｸﾘｰﾄ σck＝18 N/mm
2
　t=10cm

　1) 均しｺﾝｸﾘｰﾄ

( 11.000 ＋ 2 × 0.100 ) × ( 8.000 ＋ 2 × 0.100 ) ＝ 91.84 m
2

-π/4 × 1.200 × 12 本 ＝ -13.57 m
2

Ａ ＝ 78.27 m
2

　2) 均し型枠
{( 11.000 ＋ 2 × 0.100 )

＋ ( 8.000 ＋ 2 × 0.100 )} × 2 × 0.100 ＝ 3.88 m
2

Ａ ＝ 3.88 m
2

§５．基礎材 再生砕石　t=20cm

Ａ ＝ 均しｺﾝｸﾘｰﾄ面積より ＝ 78.27 m
2

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式

2
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1) SD490

2) SD345

50

D29～D32 25232

D16～D25 10072

D16 986

D25 5537

D22 2701

合計 57304

D13

D19 848

50

D32 5816 50

D29 19416

22000

D35

重　量 (kg)

D41

D38

ガス圧接 (個) 機械継手

D51

合計

D29

D29～D32

D32

D35

種　　別 略 図 及 び 算 式

重　量 (kg) ガス圧接 (個)

§６．鉄筋工

D41

D38

D51

数　量

機械継手
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§７．基礎杭

P
８

橋
脚

地
層

想
定

図
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1) 鋼管杭ソイルセメント杭（ φ1200/φ1000）

種　　別 単位 一本当り 全　体 摘　　要

本　　数 本 － 12

杭　　長 m 27.5 330.0

鋼
管
杭
長

上　杭 t=12mm m 7.0 84.0   SKK490 外面突起

中　杭
t=10mm m 2.5 30.0   SKK400 外面突起

t=10mm m 9.0 108.0   SKK400 外面突起

下　杭 t=10mm m 9.0 108.0   SKK400 外面突起

計 m 27.5 330.0

掘
進
長

空 堀 部 長 m 3.50 42.00

固化体一般部長 m 26.00 312.00

固化体先端部長 m 2.10 25.20

計 m 31.60 379.20

加重平均Ｎ値

空堀部 － 2

一般部 － 14

先端部 － 64

セメント使用量

空堀部 t 0.68 8.16

一般部 t 10.14 121.68

先端部 t 4.10 49.20

添加剤使用量 kg 324.6 3895.2 硬化遅延剤

継手箇所 箇所 2 24

σck=30N/mm
2

残　土 m
3 14.3 171.6 掘削土の40%

70 840

中詰めコンクリート m
3 1.39 16.68

7452

杭
頭
鉄
筋
工

D35 kg 551 6612 SD490

D13 kg

土
工

ソイルセメント撤去
(ｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し) m

3 5.4 64.8 空堀・中詰部

SD345

合　計 kg 621
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杭径 ： Ds 1.200 m
鋼管径 ： Dp 1.000 m
鋼管長 ： Lp 27.500 m

掘進長 ： Le=L1+L2+L3 31.600 m
固化体先端部長 ： L3=1.5Dp+0.5Ds 2.100 m

余裕長 ： L0=0.5Ds 0.600 m
固化体一般部 ： L2=Lp+L0-L3 26.000 m

空掘長 ： L1 3.500 m

3) ｾﾒﾝﾄ使用量 杭１本当りセメント使用量　K=0.15

空掘部（L1）

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 3.500 × 0.15

× ( 1 ＋ K ) ＝ 0.68 t

固化体一般部（L2）
(t/ｍ

3
)

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 26.000 × 0.30

× ( 1 ＋ K ) ＝ 10.14 t

固化体先端部（L3)

1/4 × π × 1.200 × 1.200 × 2.100 × 1.50

× ( 1 ＋ K ) ＝ 4.10 t

＝ 14.92 t

4) 添加材使用量 杭１本当り添加材使用量　K2=0.030 (30m以上45m未満)

空掘部（L1）

0.68 × 0.030 × 1000 ＝ 20.4 kg

固化体一般部（L2）

10.14 × 0.030 × 1000 ＝ 304.2 kg

＝ 324.6 kg

5) 継手箇所
2箇所／本

全セメント量　ΣＶ

全添加材量　ΣＶ

固化体先端長 2.100 64

計 31.600

空掘長 3.500 2

固化体一般部長 26.000 14

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

2) 鋼管ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ工

掘進長(m) 加重平均Ｎ値
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杭１本当り

　(1) 掘削
空掘部（L1）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 3.50 ＝ 4.0 m3

固化体一般部（L2）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 26.00 ＝ 29.4 m3

固化体先端部（L3)

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 2.10 ＝ 2.4 m3

Σ ＝ 35.8 m3

　(2) 残土 （掘削土量の40％）

35.8 × 40% ＝ 14.3 m3

7) 中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ σck=30 N/mm2

Ｖ ＝ 1/4 × π × 0.976 × 0.976 × 1.860 ＝ 1.39 m
3
/本

8) ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ撤去 （空堀・中詰部）

1/4 × π × 1.20 × 1.20 × 3.50 ＝ 4.0 m3

1/4 × π × 0.976 × 0.976 × 1.860 ＝ 1.4 m3

ΣＶ ＝ 5.4 m3

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

6) 土工
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(1) 空堀部

(2) 固化体一般部

(3) 固化体先端部

加重平均Ｎ値 Ｎ＝134.40/2.10＝64

計 2.10 134.40

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ

1 砂岩 64 2.10 134.40

計 26.00 365.23

加重平均Ｎ値 Ｎ＝365.23/26.00＝14

6 砂岩 64 0.38 24.32

4 砂質土 16 4.40 70.40

5 砂岩 35 0.80 28.00

2 砂質土 14 16.20 226.80

3 粘性土 4 3.05 12.20

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ

1 砂質土 3 1.17 3.51

計 3.50 7.03

加重平均Ｎ値 Ｎ＝7.03/3.50＝2

3 砂質土 3 0.03 0.09

1 表土 2 0.32 0.64

2 粘性土 2 3.15 6.30

10) 加重平均Ｎ値

土層番号 土質 Ｎ値
層厚
(m)

Ｎ値×Ｌ
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11) 鋼管杭材料表

上　　杭 中　　杭 下　　杭 　計 杭　1　本　当　り 杭

杭径 材質 端部 端部 杭 ズレ ズレ 現場 ( 丸 つ 鉄筋ズレ止その 総

板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 板厚 杭長 質量 補強 補強 頭 止め 止め 円周 ) 蓋 り 溶接リング他付 本

バン 溶接 鉄 リングストッ溶接 補強 質 金 長 溶接 属品 数

ド 長 筋 質量 パー 部材 材 量 具 長

mm m kg mm m kg mm m kg mm m kg kg m kg kg 個 kg kg kg kg m m kg 本

φ1000 SKK490 12 7.0 2044 12 7.0 2044 - - 621 24 6 14 - - 6 - 6.1 - 12

φ1000 SKK490 10 11.5 2806 10 9.0 2196 10 20.5 5002

注) 　1.継ぎ杭の場合は合わせて1本として算出する。
　2.杭径、長さごとに集計する。
　3.端部補強材の溶接長は、杭先端に補強バンドを溶接する場合に算出する。
　4.現場円周補強材には、裏当てリング及びストッパーが含まれる。
　5.補強材には、十字、二十字、井桁の種類を記入する。
　6.杭頭鉄筋の鉄筋量は鉄筋規格・径別に集計する。
　7.鉄筋溶接長は、杭外周に補強鉄筋を溶接する場合に算出する。
　8.ズレ止めリングの溶接長は、ズレ止めリング上側一面の全周を算出する。
　9.その他付属品には、チャッキングプレート、回転防止板等の付属品を算出する。
10.橋梁については、各橋台・橋脚ごとに集計する。
11.掘削残土については別途算出する。
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杭先端処理は下図のいずれかを用いる。
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§８．足場工 枠組足場

底版部

( 13.200 × 2 ＋ 10.200 × 2 ) × 2.500 ＝ 117.0 掛m
2

躯体部

{( 2 × ( 8.500 ＋ 2.500 ) ＋ 8.8 } × 9.000 ＝ 277.2 掛m
2

＝ 394.2 掛m
2

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式

足場工面積　Ｗ

1200
500

11000
500

1200
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§９．ｱﾝｶｰ工用箱抜き

(円筒型枠) φ200 × 1447 ， φ200 × 1453

Ｌ ＝ ( 1.447 ＋ 1.453 ) × 6 ＝ 17.4 m

§10.無収縮ﾓﾙﾀﾙ

　(1) G1

平均厚 ｔ ＝ 0.103 ＋ 0.010 ＝ 0.113 m

ﾍﾞｰｽ部
2.100 × 1.720 × 0.113 － 1.900 × 1.520 × 0.010 ＝ 0.379 m

3

ｱﾝｶｰ部
π/4 × 0.200 × 0.200 × 1.447 × 6 ＝ 0.273 m

3

－π/4 × 0.100 × 0.100 × 1.450 × 6 ＝ -0.068 m
3

Ｖ ＝ 0.584 m
3

　(2) G2

平均厚 ｔ ＝ 0.097 ＋ 0.010 ＝ 0.107 m

ﾍﾞｰｽ部
2.100 × 1.720 × 0.107 － 1.900 × 1.520 × 0.010 ＝ 0.358 m

3

ｱﾝｶｰ部
π/4 × 0.200 × 0.200 × 1.453 × 6 ＝ 0.274 m

3

－π/4 × 0.100 × 0.100 × 1.450 × 6 ＝ -0.068 m
3

Ｖ ＝ 0.564 m
3

無収縮モルタル合計

ΣＶ ＝ 0.584 ＋ 0.564 ＝ 1.148 m
3

種　　別 数　量略 図 及 び 算 式
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

75°
0'0"

舗装厚＋調整コン

支点上構造高さ

モ ル タ ル 厚

構　造　高　計

下部工橋座高

下フランジ厚

道　路　面　高

主　　桁　　高

G1

EL1

h5

h8

Zh

EL2

h1

支　　承　　高

h6

ハ　ン　チ　高

h7

ソールプレート厚

18.553

0.108

0.064

0.040

3.985

0.431

2.900

0.062

14.568

h2

h4

0.120h3

床　　版　　厚 0.260

G2

18.547

0.108

0.064

0.034

3.979

0.431

2.900

0.062

14.568

0.120

0.260

(m)
EL1

平 面 図橋軸方向(A-A)

支承箱抜き詳細図

モルタル寸法表

モルタル中心高(h8)

G1

40

40

57

73

57

G2

tL1

tL2

tR2

tR3

34

34

51

67

51

73tL3 67

40tR1 34
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§11. 作業土工

(1) 床　掘 土砂

　1) Ａ領域 Ｖ1 ＝ 15.400 × 12.400 × 1.500 ＝ 286.4 m
3

　2) Ｂ領域 Ｖ2 ＝ 15.400 × 12.400 × 2.400

－ 1/4 × π × 1.200

× 0.400 × 12 ＝ 452.9 m
3

＝ 739.3 m
3

(2) 埋　戻
埋戻控除量

基礎 11.200 × 8.200 × 0.300 ＝ 27.6 m3

底版 11.000 × 8.000 × 2.500 ＝ 220.0 m
3

柱 ( 1/4 × π × 2.500 + 6.000

× 2.500 ) × 1.100 ＝ 21.9 m
3

Ｖ ＝ 269.5 m
3

15.400 × 12.400 × 3.900 ＝ 744.7 m
3

最大埋戻し幅4m以上

Ｖ ＝ 744.7 － 269.5 ＝ 475.2 m
3

(3) 残　土
Ｖ ＝ 739.3 － 475.2 × 1/0.9 ＝ 211.3 m

3

※ C=0.9(土量換算率)

(4) 基面整正
Ａ ＝ 11.200 × 8.200

－ 1/4 × π × 1.200 × 12 ＝ 78.3 m2

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量

合計　Ｖ

2

2

2
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　土工図

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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§12. 仮設工

　(1) 鋼矢板及び支保工鋼材

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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　(2) 鋼矢板打込 圧入

1.0本当り打ち込み長 Ｌ ＝ m

最大Ｎ値 Ｎ ＝

加重平均Ｎ値 Ｎ ＝

計 9.50 78.16

加重平均Ｎ値 Ｎ＝78.16／9.500＝8.2

3 砂質土 3 1.20 3.60

4 砂質土 14 4.83 67.62

1 表土 2 0.32 0.64

2 粘性土 2 3.15 6.30

9.5

27

8.2

土質番号 土　質 Ｎ値 層厚(m) Ｎ値×L

種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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種　　別 略 図 及 び 算 式 数　量
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